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＊本誌は再生紙を使用しています

「
田
園
回
帰
」の
動
き
が

新
し
い
農
村
政
策
に
つ
な
が
る

「
農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
推
進
は
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
３
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
で
、

「
農
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」（
活
用
可
能
な
農

村
の
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
た
上

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
他
分
野
と
組
み
合
わ

せ
る
取
組
）
と
し
て
記
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け

て
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
４
月
に
公
表
さ
れ

た
「
新
し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」
に
よ
る
「
新
し
い
農
村
政
策
の
と

り
ま
と
め※

」
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
。
農
業

な
ど
の
産
業
政
策
だ
け
で
な
く
住
民
の
生
活

を
維
持
す
る
地
域
政
策
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、

そ
こ
で
示
さ
れ
た
「
し
ご
と
づ
く
り
」「
く
ら

し
づ
く
り
」「
活
力
づ
く
り
」
の
三
つ
の
施
策

が
一
体
と
な
っ
て
農
山
漁
村
の
政
策
は
成
り

立
つ
、
と
さ
れ
た
。
そ
の
「
し
ご
と
づ
く
り
」

で
は
、
１
次
産
業
以
外
の
産
業
や
経
済
活
動

に
も
目
が
向
け
ら
れ
、
農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
発
想
に
つ
な
が
っ
た
。

こ
の
発
想
の
背
景
に
は
、
移
住
な
ど
の
「
田

園
回
帰
」
の
動
き
が
あ
る
。
地
方
へ
の
移
住

の
流
れ
は
、「
団
塊
の
世
代
が
定
年
退
職
後

に
生
ま
れ
故
郷
へ
戻
っ
て
い
く
」
と
い
う
予

測
か
ら
始
ま
っ
た
。
実
際
に
は
定
年
延
長
な

ど
も
あ
り
大
き
な
動
き
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
一
方
で
、
子
育
て
世
代
な
ど
が
地
方
に

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
若
い
世
代
の
移

住
希
望
者
が
増
え
て
い
っ
た
。

田
園
回
帰
の
背
景
に
は
「
関
係
人
口
」
な

ど
に
よ
る
農
山
漁
村
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が

あ
る
が
、
移
住
自
体
は
一
過
性
の
動
き
で
は

な
く
現
在
も
続
い
て
お
り
、
例
え
ば
、
私
の

地
元
の
鳥
取
県
は
毎
年
県
外
か
ら
２
０
０
０

人
単
位
の
移
住
者
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
動

き
は
全
国
で
み
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
農
林

水
産
省
が
農
村
政
策
を
捉
え
直
し
、「
し
ご

と
づ
く
り
」
と
し
て
打
ち
出
し
た
の
が
農
山

漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

農
業
生
産
に
こ
だ
わ
ら
ず

「
多
面
的
に
」地
域
資
源
を
生
か
す

で
は
、
農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

は
何
か
。
こ
の
「
し
ご
と
づ
く
り
」
に
お
い

て
は
、
農
山
漁
村
が
有
す
る
地
域
資
源
を
発

掘
し
て
そ
の
価
値
を
多
面
的
に
磨
き
上
げ
た

上
で
、
そ
の
資
源
と
地
域
内
外
の
幅
広
い
関

係
者
と
の
新
た
な
連
携
や
、
関
連
す
る
技
術

や
ス
キ
ル
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
と
雇
用
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
、
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
６
次
産
業
は
「
１

次（
農
林
漁
業
）×
２
次（
製
造
業
）×
３
次（
小

売
業
等
）」
で
農
林
漁
業
生
産
物
の
価
値
を
高

め
る
活
動
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、「
１
」
次
産

業
を「
０
」に
す
る
と「
６
」も「
０
」と
な
る
。

つ
ま
り
農
林
漁
業
生
産
物
の
存
在
を
前
提
と

し
、
そ
れ
が
欠
け
る
と
６
次
産
業
は
成
り
立

た
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
農
山
漁

村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
農
山
漁
村
で
の
新

し
い
「
し
ご
と
づ
く
り
」
で
あ
り
、
必
ず
し

も
農
林
漁
業
生
産
物
を
前
提
と
し
な
い
。
そ

の
点
が
６
次
産
業
化
と
の
違
い
で
あ
り
、
新

た
な
視
点
で
あ
る
。

農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
は

自
然
、
景
観
、
文
化
・
歴
史
な
ど
も
含
め
た

多
様
な
地
域
資
源
を
生
か
す
こ
と
に
あ
る
。

そ
こ
に
、
さ
ら
に
多
様
な
主
体
が
関
わ
る
こ

-

視 

点-
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。
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村役場で地域間交流支援専門研究員を務
めた後、2004年に鳥取大学に着任。過疎
問題や農山村と都市の地域間関係のあり
方を研究。著書『移住者による継業 農山村
をつなぐバトンリレー』（2018年、筑波書
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年）、『田園回帰がひらく新しい都市農山村
関係』（2021年、ナカニシヤ出版）で2021
年度農村計画学会賞を受賞。
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視 点

地域に多面的な価値をもたらす 農山漁村発イノベーション特集

※ 出典：新しい農村政策の在り方に関する検討会・長期的な土地利用の在り方に関する検討会「地方への
人の流れを加速化させ持続的低密度社会を実現するための新しい農村政策の構築」（令和4年4月）



5 4115／2026.3

一
方
で
農
山
漁
村
の
集
落
に
目
を
向
け
る

と
、
残
念
な
が
ら
地
域
の
寄
り
合
い
で
は
年

長
の
男
性
が
中
心
の
代
表
者
の
意
見
が
優
先

さ
れ
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
で
手
軽
な
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
っ
た
今
こ
そ
、
世

代
や
性
別
を
問
わ
ず
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な

声
を
、
よ
り
一
層
反
映
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
こ
う
し
た
面
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
も
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
前
進
に
は
必
要
だ
ろ
う
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
が

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
期
待
さ

れ
る
効
果
は
、
理
想
と
し
て
は
農
山
漁
村
経

済
の
再
生
と
活
性
化
だ
が
、
一
気
に
実
現
を

目
指
す
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
農

を
展
開
し
て
い
る
。
中
間
支
援
組
織
が
都
市

と
農
山
漁
村
の
結
び
付
き
を
深
め
る
契
機
と

推
進
の
力
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。民

間
企
業
と
の
連
携
も
大
き
な
力
と
な

る
。
そ
の
好
事
例
と
し
て
は
、
地
域
運
営
組

織
が
民
間
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
山
形
県

酒
田
市
の
日に
っ

向こ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
の
取

り
組
み
が
あ
る
。
無
印
良
品
を
展
開
す
る
株

式
会
社
良
品
計
画
と
市
の
３
者
連
携
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
地
元
住
民
主
体

の
「
日に
っ
こ
り
向
里
か
ふ
ぇ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
飲

食
事
業
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に

も
着
手
し
た
。
大
学
生
も
参
加
し
、
幅
広
い

世
代
が
関
わ
る
活
動
を
進
め
て
い
る
。

外
か
ら
の
着
眼
点
で
地
域
資
源
を
発
掘

す
る
動
き
は
以
前
か
ら
あ
る
が
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
向
け
て
大
事
な
の
は
マ
ネ
タ
イ
ズ

に
結
び
付
け
る
こ
と
だ
。
小
規
模
で
あ
っ
て

も
収
益
化
を
図
る
こ
と
が
「
し
ご
と
づ
く
り
」

の
第
一
歩
と
な
る
。
そ
の
一
つ
の
取
り
組
み

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
す
で
に
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
私

的
利
益
の
追
求
よ
り
も
人
々
の
つ
な
が
り
や

暮
ら
し
の
基
盤
、
自
然
環
境
と
の
共
生
を
維

持
、
修
復
す
る
活
動
が
多
く
、
そ
の
理
論
的

な
背
景
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
が
社
会

連
帯
経
済
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
発

と
で
農
山
漁
村
に
多
面
的
な
価
値
が
生
ま
れ

る
。
例
え
ば
、
福
祉
事
業
と
結
び
付
い
た
農

福
連
携
、
観
光
事
業
と
連
携
し
た
農
泊
、
他

に
も
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
や
環
境
や
教
育
な
ど
の
分
野
で
新

た
な
事
業
が
立
ち
上
が
り
、
所
得
と
雇
用
の

場
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
（
図
１
）。

令
和
４
年
度
よ
り
「
農
山
漁
村
発
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
を
展
開
し
て
き
た
農

林
水
産
省
で
は
、
地
域
資
源
を
使
い
新
た
な

価
値
を
創
出
し
て
い
く
と
い
う
、
政
策
の
目

指
す
内
容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
に
、
令
和
７
年
度
よ
り
政
策
名
称
を
「
地

域
資
源
活
用
価
値
創
出
の
推
進
」
と
改
め
、

継
続
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
支
援
内
容

は
、「
地
域
活
性
化
型
」「
創
出
支
援
型
、
産

業
支
援
型
」「
定
住
促
進
・
交
流
対
策
型
」「
農

泊
推
進
型
」「
農
福
連
携
型
」
の
五
つ
で
あ
る

（
図
２
）。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
不
可
欠
な

地
域
内
外
の
交
流
と
マ
ネ
タ
イ
ズ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
重
要
な
の
は

「
地
域
外
の
力
」
で
あ
る
。
資
金
や
技
術
・
ス

キ
ル
だ
け
で
な
く
外
か
ら
の
「
ま
な
ざ
し
」

が
必
要
で
、
そ
の
意
味
で
「
ヨ
ソ
モ
ノ
」、
特

に
若
い
世
代
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
例

え
ば
、
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
国

土
交
通
省
の
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
な
ど
の
若
者
た
ち
は
、
地
域
に

な
い
着
眼
点
で
新
た
な
風
を
吹
き
込
む
。
そ

れ
を
生
か
す
こ
と
が
、
地
域
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
カ
ギ
に
な
る
だ
ろ
う
。

田
園
回
帰
と
の
関
係
で
は
、
移
住
者
を

は
じ
め
、
二
地
域
居
住
の
動
き
や
関
係
人
口

の
広
が
り
が
あ
る
が
、
農
山
漁
村
と
外
か
ら

の
人
材
と
の
交
流
の
度
合
い
に
は
濃
淡
が
あ

り
、
ま
た
、
農
山
漁
村
の
生
活
に
は
都
市
住

民
と
は
相
い
れ
な
い
価
値
観
が
あ
る
。
そ
れ

を
い
か
に
調
整
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
結

び
付
け
る
か
も
問
わ
れ
る
。
そ
こ
で
力
を
発

揮
す
る
の
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
を

持
ち
、
複
数
の
市
町
村
や
集
落
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
中
間
支
援
組
織

で
あ
る
。

鳥
取
県
で
は
、
農
林
水
産
省
の
「
中
山
間

ふ
る
さ
と・水
と
土
保
全
対
策
事
業
」
に
よ
っ

て
予
算
化
し
、
中
間
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人b
バ
ン
ク
ア
ッ
プ

ankup

が
学
生
を
集
落
に
派
遣
し
て
農

作
業
を
手
伝
う
「
農
村
16
き
っ
ぷ
」
と
い
う

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
派
生

し
た
「
三み

徳と
く

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
い
う
学
生
団

体
も
生
ま
れ
た
。bankup

も
関
わ
り
、
鳥

取
大
学
の
学
生
ら
が
鳥
取
県
三み

朝さ
さ

町
で
米
作

り
を
行
っ
て
大
学
祭
な
ど
で
販
売
す
る
活
動

想
は
市
場
経
済
で
は
な
く
、「
も
う
一
つ
の

経
済
」
を
志
向
す
る
。
世
界
的
に
は
課
題
解

決
の
運
動
論
と
し
て
広
が
り
、
中
で
も
フ
ラ

ン
ス
で
は
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
社
会

連
帯
経
済
関
連
法
が
制
定
さ
れ
実
践
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

社
会
連
帯
経
済
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
社
会
に
と
っ
て
良
い
こ

と
に
地
域
全
員
で
取
り
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
な
く
経
済
支
援
も
含
め
お
金
が
回
る

も
の
に
す
る
。
画
一
化
さ
れ
た
大
量
生
産
・

大
量
消
費
を
志
向
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
顔
の
見
え
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重
視
し
て
小
規
模
に

営
ま
れ
る
。
均
一
化
さ
れ
な
い
多
様
な
財
や

サ
ー
ビ
ス
を
少
量
消
費
者
に
供
給
す
る
な
り

わ
い
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
こ
に
外
部
か
ら
の

ア
イ
デ
ア
や
ス
キ
ル
が
加
わ
る
こ
と
で
新
た

な
価
値
が
創
出
さ
れ
、
限
定
的
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
新
た
な
市

場
へ
広
が
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

こ
の
よ
う
な
農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る
の
が
、
地
域

内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
人
や

団
体
の
交
流
を
促
進
し
、
横
の
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
を
可
能
と
す
る
民
間
ベ
ー
ス
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
み

ん
な
で
つ
く
る
中
国
山
地
百
年
会
議
」
は
、

年
刊
誌
『
み
ん
な
で
つ
く
る
中
国
山
地
』
を

２
０
２
０
年
に
創
刊
、
１
０
０
号
ま
で
毎
年

発
行
を
目
指
す
中
で
中
国
山
地
の
未
来
を
考

え
、
有
志
の
メ
ン
バ
ー
の
知
識
・
知
恵
・
経

験
を
融
合
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
。
中
国
山
地
外
か
ら
の
入
会
も
可
能

で
あ
り
、
多
様
な
人
た
ち
が
出
会
い
、
意
見

交
換
や
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

山
漁
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
多
様
な
人
た
ち

が
関
わ
れ
る
状
況
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
中

間
支
援
組
織
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
ベ
ー
ス

に
し
な
が
ら
、
移
住
者
や
外
部
人
材
と
の
交

流
を
活
発
に
行
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ

し
て
小
さ
い
な
が
ら
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
で
、
お

金
を
介
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
っ
て
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
農
山
漁
村
発
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
た
ら
さ
れ
る
一
つ
の
価
値

で
あ
り
、
効
果
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

農
山
漁
村
は
、
食
料
の
生
産
機
能
だ
け
で

な
く
国
土
保
全
で
も
重
要
な
機
能
を
担
っ
て

い
る
。
そ
の
農
山
漁
村
に
人
が
住
み
続
け
る

た
め
に
も
、
今
後
の
農
山
漁
村
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

イノベーションに必要とされる
地域内外の交流を促進する取り組み例

図２　農林水産省
「地域資源活用価値創出対策」支援内容

元は鳥取大学農学部の学生の活動からスタートした
NPO法人bankup。集落へボランティアを派遣する

「農村16きっぷ」や、農村と共に米の生産から販売ま
で行う「三徳レンジャー」などの学生プロジェクトを
手掛ける

株式会社良品計画・酒田市・地域住民の3者連携で開
設した山形県酒田市の「日向里かふぇ」。市と良品計画
は、地域発展に連携して取り組む協定を締結している

有志の会「みんなでつくる中国山地百年会議」では、
中国山地の今を伝え、日本社会の未来を考える雑誌

『みんなでつくる中国山地』を2020年に創刊。100年
間、年に1冊刊行する目的でメンバーが集い、情報交
換や交流を行っている

写真提供／ NPO法人bankup

写真提供／日向コミュニティ振興会

写真提供／みんなでつくる中国山地百年会議

中間支援組織

コミュニティビジネス

プラットフォーム

1 地域活性化型

（1）活動計画策定事業
アドバイザーを活用したワーク
ショップ等を通じた地域の活動
計画策定等

（2）農山漁村関わり創出事業
多様な人材が関わる仕組みの構
築やコーディネート等を行う人
材育成等により、関係人口を創
出・拡大

2 創出支援型、
産業支援型

地域資源を活用した新商品・
サービスに係る研究開発、6 次
産業化等に取り組む際の農林水
産物加工・販売施設等の整備

3 定住促進・
交流対策型

定住・交流の促進、農林漁業者
の所得向上や雇用増大等、活性
化に必要となる農林水産物加
工・販売施設、地域間交流拠点
等の整備

4 農泊推進型
農泊の推進体制整備や観光関係
者と連携した観光コンテンツの
開発、古民家等を活用した滞在
施設の整備等

5 農福連携型
障がい者等の農林水産業に関する
技術習得、ユニバーサル農園の開
設、障がい者等が作業に携わる生
産・加工・販売施設の整備等

出典：図1、図2ともに農林水産省「地域資源活用価値創出（旧
農山漁村発イノベーション）の推進について（令和7年10月）」
を基に作成

地域に多面的な価値をもたらす 農山漁村発イノベーション特集

多様な 資源 × 分野 × 主体 で 付加価値を創出

多様な
農山漁村の地域資源

多様な
事業分野

多様な
事業主体

図１
農山漁村発イノベーションのイメージ図

● 情報通信
● 福祉
● 芸術
● 教育
● エネルギー
● スポーツ
● イベント
● アウトドア

● 健康医療
● 観光・旅行

● 地元企業
● 農村マルチワーカー
● 農村関係人口

● ベンチャー企業
● 研究機関
● 農村R MO

● 野生鳥獣
● 自然
● 景観
● 文化・歴史
● 古民家・空家  
  廃校
● 森林
● 農地
● 農業遺産
  かんがい施設遺産

農山漁村地域における雇用・所得創出農山漁村地域における雇用・所得創出農山漁村地域における雇用・所得創出農山漁村地域における雇用・所得創出

● 歴史的建物
● バイオマス

これまでのこれまでの 66 次産業化次産業化

加工販売加工販売

農林漁業者農林漁業者

農林水産物農林水産物
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図３  エーゼログループが三つの領域に分けて行う
　「未来の里山づくり」の実現に資する事業

経
済
資
本
領
域

● ローカルベンチャー
   育成事業　

社
会
資
本
領
域

● ふるさと納税関連事業
● 企業研修事業
● 建築、不動産事業
● 高齢者福祉事業
  （株式会社ネ）

自
然
資
本
領
域

● 木材事業（西粟倉森の学校）
● 観光イチゴ農園、
  レストラン（BASE101％）
● 野遊び料理襷屋
● ジビエ事業　
● 養蜂事業（Reml Behn）

森
林
価
値
の
最
大
化
を
図
る

「
百
森
2
・
0
」

「
約
50
年
生
に
ま
で
育
っ
た
森
林
の
管
理
を

こ
こ
で
諦
め
ず
、
村
ぐ
る
み
で
あ
と
50
年
頑

張
ろ
う
。
そ
し
て
美
し
い
百
年
の
森
林
に
囲

ま
れ
た
上
質
な
田
舎
を
実
現
し
て
い
こ
う
」

西
粟
倉
村
の
「
百
年
の
森
林
構
想
」
は
、

こ
う
し
た
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
。
国
産
木
材

の
需
要
低
迷
に
よ
り
、
手
入
れ
を
さ
れ
な
く

な
っ
た
放
置
林
を
、
村
が
主
体
と
な
っ
て
整

備
す
る
。
村
が
所
有
者
と
契
約
し
て
山
林
を

中心地に立つ木造の「あわくら会館」は庁舎等の一体型施設（2021年竣工）。木材の97％を村産材が占め、村産材は株式会社エーゼログループが供給した

預
か
り
（
図
２
）、
村
か
ら
施
業
を
委
託
さ

れ
た
民
間
事
業
者
が
山
林
を
管
理
す
る
。
所

有
者
は
、
間
伐
や
作
業
道
敷
設
な
ど
の
負
担

が
か
か
ら
ず
、
木
材
に
す
る
こ
と
で
収
益
が

生
じ
れ
ば
村
と
の
間
で
分
配
さ
れ
る
。
こ
れ

が
百
年
の
森
林
事
業
の
主
軸
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
林
業
関
係
で
村
内
に

１
０
０
人
以
上
の
雇
用
が
生
ま
れ
、
関
連
企

業
の
年
間
の
総
売
上
高
は
１
億
円
か
ら
11
億

円
に
な
っ
た
と
い
う
。
木
材
は
、
村
内
の

公
共
施
設
の
建
材
や
備
品
、
家
具
な
ど
に
利

用
さ
れ
、
間
伐
材
や
端
材
な
ど
は
薪
や
チ
ッ

プ
に
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
熱
供
給
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

「
百
年
の
森
林
構
想
は
、
林
業
的
視
点
が
中

心
で
し
た
が
、
森
林
に
は
木
材
生
産
以
外
に

も
多
面
的
な
価
値
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
里
山
に
は
山
菜
や
き
の
こ
、
ミ

ツ
バ
チ
な
ど
、
多
様
な
資
源
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
生
か
し
て
多
品
目
生
産
や
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム※

を
促
進
す
る
。
あ
る
い
は
地

形
的
に
整
備
が
難
し
い
山
頂
部
な
ど
は
、
自

然
林
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
物
多
様
性
を

守
り
、
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
強
化
す
る
。

そ
し
て
企
業
や
都
市
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
関
係
人
口
を
増
や
し
、
森
林
価
値

の
最
大
化
を
図
ろ
う
と
い
う
の
が
新
た
に
打

ち
出
し
た
『
百
森
2
・
0
』
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
西
粟
倉
村
産
業
観
光
課

主
事
の
北
村
朋
也
さ
ん
だ
。
村
で
は
、
森
林

の
再
構
築
（
森
林RE D

esign

）（
図
１
）
に

向
け
て
、
村
内
の
全
山
林
を
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
に
よ
り
評
価
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
で

資
源
の
可
視
化
を
図
っ
て
い
る
。

木
材
事
業
の
次
の
一
手

エ
ー
ゼ
ロ
グ
ル
ー
プ
の
挑
戦

村
を
「
川
上
」
と
す
る
な
ら
ば
、「
川
下
」

に
当
た
る
の
が
村
内
の
民
間
企
業
だ
。
西
粟
倉

村
で
は
、
移
住
者
に
よ
る
起
業
が
盛
ん
で
、
中

で
も
株
式
会
社
エ
ー
ゼ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
、
村
産

木
材
の
６
次
産
業
化
と
移
住
・
起
業
支
援
事
業

な
ど
を
手
掛
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
重
ね
て

き
た
。代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
牧
大
介
さ
ん
は
、

設
立
の
経
緯
を
こ
う
話
す
。

「
百
年
の
森
林
構
想
の
事
業
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
、
株
式

会
社
西
粟
倉
・
森
の
学
校
を
設
立
し
ま
し
た
。

木
材
加
工
流
通
事
業
を
な
ん
と
か
黒
字
化
し

安
定
し
て
き
た
頃
に
、
も
っ
と
地
域
の
中
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
増
や
し
、
木
材
以
外
に
も
次

の
仕
掛
け
を
打
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

別
会
社
と
し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
エ
ー
ゼ
ロ

株
式
会
社
で
す
。
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年

に
両
社
を
合
併
し
て
エ
ー
ゼ
ロ
グ
ル
ー
プ
と

な
り
ま
し
た
」

同
社
で
は
「
未
来
の
里
山
づ
く
り
」
に
向

け
、
地
域
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
資
本
を
生
か

し
て
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。「
経
済

資
本
領
域
」
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

育
成
事
業
を
行
い
、「
社
会
資
本
領
域
」
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
事
務
受
託
や
建
築
、
不
動
産

事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
を
行
う
。「
自
然
資
本

領
域
」
で
は
木
材
事
業
に
加
え
、
観
光
イ
チ

ゴ
農
園
や
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
、
ジ
ビ
エ
事
業
、

養
蜂
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
（
図
３
）。

里
山
な
ら
で
は
の
資
本
を
生
か
し
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
の
自
治
体
か
ら
も
注
目

さ
れ
、
現
在
で
は
北
海
道
厚
真
町
、
滋
賀
県

高
島
市
、
鹿
児
島
県
錦き
ん

江こ
う

町
に
も
支
社
を
構

え
、
多
拠
点
で
事
業
展
開
し
て
い
る
（
鳥
取

市
で
も
準
備
中
）。

起
業
支
援
と
し
て
は
、２
０
２
１（
令
和
３
）

年
か
ら
「TA

K
IBI

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
図
４
）

を
行
っ
て
い
る
。
以
前
は
「
西
粟
倉
ロ
ー
カ

ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、
村
外

木材生産から多様な資源の活用へ
村全体で進める資源循環型の地域づくり
岡山県西粟倉村

西粟倉村は、岡山県の北東端に位置する、中国山地南麓の小さな村だ。面積の約93%を森林が占める同村では、
2008（平成20）年に「百年の森

も り
林構想」を掲げ、森林整備と資源循環型の地域づくりを進めてきた。

この森林を軸にした独自の取り組みにより、移住者や起業希望者を呼び込み、全国的に注目されてきた。
そして、2020（令和2）年には新たなビジョンとして「百森2.0」を掲げた。人口約1300人の小さな村で、
森林や植物など地域資源の相互連関による新たな価値創造への挑戦が始まっている。 文／黒部 麻子

図２　村が所有者と契約を交わした山林の範囲
（2024年度末時点）

写真提供／ 1・2・4・5  株式会社エーゼログループ
3  一般社団法人Nest／Pocket

画像提供／西粟倉村

西粟倉村産業観光課主事の
北村朋也さん

西粟倉村

1

2

4

3

5

地域に多面的な価値をもたらす 農山漁村発イノベーション特集

写真提供／西粟倉村

※ グリーンツーリズム…自然豊かな農山漁村に滞在して、地域の人々
と交流しながら農林漁業や生活・伝統・文化等の体験を楽しむ旅

山の価値をもう一度考えよう
「スギ・ヒノキの畑」から多様な価値の最大化へ

■ レジリエンス強化（崩落防止）
　■ 天然更新
　　■ 生態系維持促進
　　　■ 村有林化

■ 計画・管理
　■ 経済林更新
　　■ バイオマス燃料生産
　　　■ 路網整備・搬出コスト 小

■ 短期経済林化
　■ 多様な品目生産
　　■ 自然資本経済の拡大

森林構成の再構築
［森林 RE Design］

木材生産 多様な価値

■ 山頂部まで植林
■ スギ・ヒノキ生産量 大
■ 搬出コスト 大
■ 生産品目 小
■ 森林更新課題

図１　森林価値の最大化を図る［森林RE Design］

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
用

里山林里山林

経済林経済林

自然自然
環境林環境林

西粟倉村の資料を基に作成
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か
ら
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
て
き
た
が
、

村
内
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
多
数
育
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
村
内
で
一
定
規
模
以

上
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
。TA

K
IB
I

プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
村
の
中
か
ら
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
村
外

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
知
見
な
ど
も
活
用
し

な
が
ら
、
売
上
規
模
１
億
円
ほ
ど
の
ビ
ジ
ネ

ス
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

介
護
事
業
の
立
て
直
し
に
成
功

最
期
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
に

さ
ら
に
、
近
年
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
福

祉
分
野
だ
。
数
千
万
円
の
赤
字
を
出
し
て
い

た
と
い
う
村
内
の
介
護
事
業
を
、
エ
ー
ゼ
ロ

の
１
０
０
％
子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ネ
で

引
き
受
け
た
。
２
０
２
２（
令
和
４
）年
よ
り
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
運
営

し
て
い
る
。

黒
字
化
で
き
た
要
因
は
、
大
き
く
三
つ

あ
る
と
牧
さ
ん
は
言
う
。
ま
ず
は
チ
ー
ム
づ

く
り
の
見
直
し
だ
。
職
員
が
定
着
せ
ず
、
十

分
な
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
確
保
し
に
く
い
状
況

だ
っ
た
が
、
研
修
等
に
よ
る
意
識
の
醸
成
と
、

意
欲
的
な
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
で
チ
ー
ム

の
再
構
築
を
図
っ
た
。
二
つ
目
が
体
制
の
見

直
し
と
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
だ
。
も
と
も
と

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

二
つ
の
施
設
が
あ
っ
た
が
、
小
規
模
多
機
能

に
一
元
化
す
る
こ
と
で
無
駄
を
な
く
し
、
限

ら
れ
た
人
数
で
も
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

「
も
う
一
つ
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
利
用
者
さ

ん
た
ち
が
持
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
し
、
施

設
利
用
の
増
加
に
つ
な
げ
た
こ
と
で
す
。
認

知
症
が
進
ん
で
も
作
業
記
憶
は
残
っ
て
い
る

方
が
多
い
。
洗
濯
物
を
た
た
む
と
か
、
ご
飯

を
作
る
と
か
、
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
見
守
り

や
配
慮
は
必
要
で
す
が
、
結
果
と
し
て
職
員

の
手
間
が
減
り
、
利
用
者
さ
ん
も
元
気
に
な

る
。
一
般
的
に
、
介
護
認
定
さ
れ
て
い
て
も

介
護
施
設
を
嫌
が
る
高
齢
者
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増

え
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
な
れ
ば
、
利
用
は

増
え
て
い
き
ま
す
。
本
来
あ
る
べ
き
介
護
の

形
に
整
え
て
い
っ
た
と
い
う
だ
け
な
の
で
す

が
、
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
し
た
」

今
後
は
医
療
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

看
取
り
ま
で
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

ま
た
、
獣
害
対
策
も
力
を
入
れ
た
い
分
野

だ
。
牧
さ
ん
に
よ
る
と
、
現
在
、
駆
除
さ
れ

た
鹿
な
ど
の
個
体
の
約
８
割
が
山
に
放
置
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
熊
の
餌
に
な
り
、
頭

数
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
き
ち
ん
と
食

肉
加
工
し
て
消
費
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
仕
組

み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

里
山
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
一
つ
ひ
と

つ
課
題
を
解
決
し
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
西
粟
倉
村
や
エ
ー
ゼ
ロ
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
方
創
生
の
先
駆

者
で
あ
り
続
け
る
に
違
い
な
い
。

海
と
山
の
恵
み
の
循
環
と

養
鶏
文
化

山
口
県
の
西
北
部
、
日
本
海
に
面
し
た
長

門
市
。
沖
合
を
流
れ
る
対
馬
海
流
の
恩
恵
を

受
け
て
古
く
か
ら
漁
業
で
栄
え
、
蒲
鉾
な
ど

の
水
産
加
工
業
も
盛
ん
だ
。
ま
た
農
業
で
は
、

適
度
な
寒
暖
差
で
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
が
育
つ

ほ
か
、
水
産
加
工
の
過
程
で
出
る
魚
の
ア
ラ

を
鶏
の
餌
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
農
家
の
副

業
と
し
て
養
鶏
業
も
発
展
し
て
き
た
。
地
元

の
新
鮮
な
鶏
肉
を
使
っ
た
焼
鳥
店
は
、
休
漁

時
の
漁
師
た
ち
の
行
き
つ
け
と
し
て
に
ぎ
わ

い
、
長
門
市
は
今
日
で
は
「
や
き
と
り
の
ま

ち
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

海
・
山
の
豊
か
さ
が
巡
り
、
産
業
や
文
化
が

形
づ
く
ら
れ
て
い
る
の
が
長
門
と
い
う
ま
ち

だ
。

海・山全ての恵みから新たな価値をつくる
〜養鶏から始まる循環型農業〜

海と山の恵み豊かな山口県長門市。この地で養鶏を起点に、堆肥づくりや農産加工、商品開発など
循環型農業を行い地域産業をリードするのが、有限会社長門アグリストだ。
地域産品の6次産業化を支援する株式会社6

ロクサン
3D

ディーネット
netを立ち上げ、地域産業の発展と農家の所得向上を目指し、

地域資源に新たな価値をつくり出す挑戦を続けている。

有限会社長門アグリスト《山口県長門市》

有限会社長門アグリストでは規格外の農作物などからつくる飼料で「長州黒かしわ」を飼育し、鶏糞やウニ殻などで堆肥
を製造。さらにその堆肥でサトウキビなどを栽培し、開発・製造した加工品をながとブランドとして販売している

文・写真撮影／村尾 悦郎

写真提供／ 1・2・4  有限会社長門アグリスト

山口県初のブランド地鶏「長州黒かしわ」は、その歯ごたえと
噛むほどにあふれるうま味が特長。長門名物のやきとりでい
ただくのが最高だ

43

21

西粟倉村役場
岡山県英田郡西粟倉村
大字影石33-1
https://www.vill.nishiawakura.
okayama.jp/hyakumori2/

株式会社エーゼログループ
岡山県英田郡西粟倉村
大字長尾461-1
https://a-zero.group/

図４　TAKIBIプログラムのステップ

写真提供／株式会社エーゼログループ

株式会社エーゼログループ提供の画像を一部加工

6  小規模多機能ホームひだまりでは、一般社団法人Nest／
Pocketとの連携により学童の子どもたちと利用者たちの
交流を図る

7  株式会社エーゼログループで販売する「森のジビエ」の鹿
肉。獣害対策でやむなく駆除された鹿を新鮮なうちに解
体・加工しているため、臭みがなく、うま味が強い

8  株式会社エーゼログループ代表取締役CEOの牧大介さん
写真提供／ 6  一般社団法人Nest／Pocket

7  株式会社エーゼログループ

6

7

8

TAKIBIプログラムでは、地域のニーズに
基づいた事業テーマをあらかじめ用意し、
その専門家やインターンの人々とビジネ
スアイデアを磨き上げてプランニングし
てから、実行するプレイヤーとして地域
おこし協力隊を配置してスタートする

１年目

２年目 NEXT
STAGE

インターン生やプロボノ
の薪で火を大きくする

プレイヤーの大きな薪で
火を大きく成長させる

薪＝かかわる人の熱意・行動・努力

火種＝村の中の願い 炎＝事業アイデア 大きな炎＝事業化

事
業
規
模

売
上
１
億
円
以
上

step
1

step
２

step
３
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と
り
わ
け
養
鶏
業
に
お
い
て
は
、
長
門
市

に
本
部
を
置
く
全
国
的
に
も
珍
し
い
養
鶏
専

門
の
農
協
組
織
「
深ふ

川か
わ

養
鶏
農
業
協
同
組
合

（
以
下
、
深
川
養
鶏
）」
が
１
９
４
８
（
昭
和

23
）
年
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
生
産
と
品
質

の
安
定
に
長
く
取
り
組
み
、
今
日
で
は
銘
柄

鶏
の
「
長
州
ど
り
」
を
は
じ
め
と
し
た
ブ
ラ

ン
ド
鶏
を
生
産
、
新
鮮
な
卵
や
鶏
肉
を
使
っ

た
菓
子
な
ど
の
加
工
商
品
と
共
に
全
国
に
供

給
し
、
そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
し

て
知
ら
れ
る
の
が
、
有
限
会
社
長
門
ア
グ
リ

ス
ト
と
株
式
会
社63D

net

だ
。
こ
の
二
社
の

代
表
を
務
め
る
の
は
末
永
裕ゆ
う

治じ

さ
ん
で
あ
る
。

養
鶏
を
核
と
し
た

長
門
ア
グ
リ
ス
ト

長
門
ア
グ
リ
ス
ト
は
、
末
永
さ
ん
の
父
が

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
創
業
し
た
有
限

会
社
末
永
養
鶏
場
を
前
身
と
す
る
。
広
大
な

農
場
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー※
１

鶏
を
年
間
１
０
０
万
羽

以
上
生
産
し
、
一
時
は
県
内
の
鶏
肉
生
産
量

12
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
た
。
１
９
９
８
（
平

成
10
）
年
に
末
永
さ
ん
が
代
表
に
就
任
し

て
か
ら
も
農
場
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
き
た

が
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
現
在
の
社

名
と
し
た
頃
か
ら
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
事
業
を
半

分
に
縮
小
し
て
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
の
生
産
に
も

取
り
組
み
始
め
た
。
ま
た
、
自
社
の
堆
肥
を

活
用
し
た
県
内
初
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を

き
っ
か
け
に
加
工
製
造
も
開
始
し
、
６
次
産

業
化
を
取
り
入
れ
た
複
合
経
営
に
シ
フ
ト
し

て
い
く
。

「
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
売
り
上
げ
は
、
飼
料
用
の

穀
物
相
場
や
食
肉
相
場
、
市
場
価
格
に
左
右

さ
れ
ま
す
。
一
企
業
の
努
力
で
は
ど
う
に
も

な
ら
ず
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
農
場
を

広
げ
る
し
か
な
い
。
私
自
身
そ
こ
に
あ
ま
り

魅
力
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
売
り
上

げ
が
一
時
的
に
下
が
っ
て
も
生
産
方
針
を
量

か
ら
質
に
切
り
替
え
、
自
分
た
ち
で
付
加
価

値
を
生
み
出
し
て
、
外
的
要
因
に
左
右
さ
れ

ず
に
価
格
を
保
て
る
経
営
体
制
を
考
え
た

か
っ
た
ん
で
す
」
と
末
永
さ
ん
は
語
る
。

そ
う
し
て
つ
く
り
出
し
た
「
新
た
な
価
値
」

の
一
つ
が
、
現
在
、
末
永
さ
ん
の
農
場
「
扇

舎f

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ム

anfarm

」
で
専
門
に
飼
育
す
る
山
口
県

初
の
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
「
長
州
黒
か
し
わ
」
だ
。

長
州
黒
か
し
わ
は
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
る
黒く
ろ

柏か
し
わ鶏
を
※
２

基
に
山
口
県
が
約
15
年
か

け
て
開
発
し
た
肉
用
地
鶏
で
、
深
川
養
鶏
が

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
販
売
を
開
始
し

た
。
適
度
な
歯
ご
た
え
と
臭
み
が
な
く
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
上
品
な
味
は
高
く
評
価
さ
れ
、
長
州

黒
か
し
わ
は
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
に
国

税
庁
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
保
護
制
度
「
Ｇ
Ｉ

（Geographical Indication=

地
理
的
表

示
）」
の
指
定
を
受
け
、
ま
す
ま
す
こ
の
地
域

の
産
業
を
勢
い
づ
け
て
い
る
。

こ
だ
わ
り
の
飼
育
法
が

新
た
な
価
値
を
生
む

長
州
黒
か
し
わ
の
完
成
当
初
、
長
門
ア
グ

リ
ス
ト
は
県
や
深
川
養
鶏
か
ら
依
頼
さ
れ
、

品
質
を
存
分
に
引
き
出
す
飼
育
法
の
確
立
を

目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
末
永
さ
ん
が

向
き
合
っ
た
の
は
、「
ど
う
す
れ
ば
鶏
本
来

の
力
を
引
き
出
せ
る
の
か
」
と
い
う
極
め
て

根
源
的
な
問
い
だ
っ
た
。
試
行
錯
誤
の
末
、

生
産
効
率
を
重
視
す
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
は
異

な
り
、
自
然
に
近
い
飼
育
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
た
。
鶏
舎
内
を
自
由
に
歩
き
回
れ
る
平

飼
い
と
し
、
床
に
は
あ
え
て
好
気
性
発
酵
さ

せ
た
鶏
糞
を
利
用
し
た
。
大
腸
菌
以
外
の
微

生
物
が
循
環
す
る
自
然
の
営
み
を
再
現
し
た

環
境
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
病
気
を
抑
え
込

む
の
で
は
な
く
、
鶏
自
身
の
免
疫
力
を
高
め

る
た
め
だ
。
さ
ら
に
、
米
・
麦
・
大
豆
を
中

心
と
し
た
地
元
農
家
の
規
格
外
農
作
物
を
利

用
し
た
長
州
黒
か
し
わ
専
用
の
飼
料
を
、
何

度
も
配
合
を
見
直
し
な
が
ら
つ
く
り
上
げ

た
。
現
在
、
飼
料
の
約
６
割
が
地
元
で
収
穫

さ
れ
た
穀
類
だ
。
原
料
ま
で
細
か
く
指
定
し

地
元
資
源
に
こ
だ
わ
り
、
統
一
し
た
飼
料
で

育
成
さ
れ
た
地
鶏
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

そ
の
徹
底
し
た
管
理
こ
そ
が
長
州
黒
か
し
わ

の
品
質
を
支
え
て
い
る
。
品
種
だ
け
で
な
く

育
て
方
に
こ
だ
わ
っ
て
価
値
を
見
い
だ
し
た

点
に
長
州
黒
か
し
わ
の
本
質
が
あ
り
、
ブ
ラ

ン
ド
確
立
の
土
台
と
な
っ
た
。

ま
た
、
抗
生
物
質
を
使
わ
ず
に
飼
育
し
た

長
州
黒
か
し
わ
や
長
州
ど
り
の
鶏
糞
を
、
同

社
が
つ
く
る
高
付
加
価
値
堆
肥
「
長
州
の
恵
」

の
製
造
販
売
に
つ
な
げ
た
。
微
生
物
の
働
き

を
生
か
し
、
時
間
を
か
け
て
発
酵
さ
せ
、
漁

場
の
廃
棄
物
な
ど
も
ブ
レ
ン
ド
し
た
こ
の
土

地
な
ら
で
は
の
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
堆
肥
は
、

「
野
菜
の
甘
み
が
増
し
て
日
持
ち
が
良
く
な

る
」
と
地
元
農
家
を
中
心
に
口
コ
ミ
で
評
判

が
広
ま
っ
た
。
加
え
て
、
長
州
の
恵
で
育
て

た
作
物
を
加
工
し
て
販
売
す
る
「
長
門
恵
工

房
」
ブ
ラ
ン
ド
も
設
立
す
る
な
ど
、
豊
か
な

自
然
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、
土
地
の
恵
み
を
残

さ
ず
使
っ
て
、
生
産
か
ら
加
工
・
商
品
化
ま

で
を
地
域
内
で
完
結
さ
せ
る
動
き
で
、
長
門

ア
グ
リ
ス
ト
は
長
門
に
お
け
る
６
次
産
業
と

循
環
型
農
業
の
象
徴
的
な
存
在
と
な
っ
た
。

6
次
産
業
化
を
推
進
す
る

63D
net

さ
ら
に
、
市
内
の
６
次
産
業
化
を
目
指

す
市
内
生
産
者
や
事
業
者
で
設
立
し
た
「
長

門
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合
」
を
経
て
、

地
域
産
品
を
生
か
し
た
商
品
開
発
や
野
菜

の
卸
売
り
を
実
践
的
に
行
う
組
織
と
し
て

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に63D

net

を
設

立
し
た
。

63D
net

は
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年

に
長
門
市
が
開
設
し
た
６
次
産
業
化
支
援
施

設
「
な
が
と
ラ
ボ
」
を
、２
０
１
９
（
令
和
元
）

年
か
ら
受
託
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
施
設
は

惣
菜
加
工
、
菓
子
製
造
な
ど
複
数
の
食
品
製

造
許
可
を
受
け
て
お
り
、
食
肉
処
理
も
で
き

て
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
や
レ
ト
ル
ト
製
品
の

商
品
開
発
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
を
一
貫
し

て
行
え
る
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
施
設
だ
。

同
社
も
積
極
的
に
こ
の
施
設
を
利
用
し
て
商

品
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
中
で
も
地
域
の
食

材
を
使
っ
た
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
製
品
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
は
豊
富
だ
。
ま
た
、
J
A
N
コ
ー

ド
の
取
得
や
食
品
表
示
法
に
基
づ
い
た
ラ
ベ

ル
の
作
成
、
包
装
資
材
や
デ
ザ
イ
ン
に
至
る

ま
で
、
専
門
家
に
よ
る
支
援
を
提
供
す
る
な

ど
、
地
元
事
業
者
の
食
品
製
造
に
係
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
と
小
ロ
ッ
ト
製
造
な
ど
の
細
か

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
お
り
、
各
種
助
成
金
・

補
助
金
の
情
報
提
供
や
申
請
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
行
う
。
近
年
で
は
市
外
や
県
外
か
ら
も
利

用
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

ま
た63D

net

は
、
長
門
の
観
光
拠
点
の

一
つ
で
あ
る
道
の
駅
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
内
で

海
辺
の
パ
ン
屋
「
ラ
ラ
ベ
ー
カ
リ
ー
」
も
運

営
し
て
い
る
。
地
元
仙
崎
湾
の
海
藻
か
ら

採
取
し
た
「
海
の
天
然
酵
母
」
で
発
酵
さ
せ

焼
き
上
げ
た
パ
ン
は
評
判
が
良
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
い
。

生
産
か
ら
加
工
、
販
売
、
さ
ら
に
観
光
ま

で
も
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
、
長
門
を
中
心
と

し
た
地
域
の
６
次
産
業
化
を
多
面
的
に
支
え

る
の
が63D

net

の
役
割
で
あ
る
。

地
域
全
体
で
事
業
が
回
る

仕
組
み
を
目
指
し
て

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
方
で
、
末
永

さ
ん
が
課
題
と
し
て
挙
げ
る
の
は
人
材
不
足

だ
。
養
鶏
、
堆
肥
、
耕
種
、
加
工
、
流
通
と

事
業
が
多
岐
に
わ
た
る
ほ
ど
現
場
を
担
う
人

材
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
複

雑
な
調
整
に
時
間
を
要
す
る
場
面
も
少
な
く

な
い
。
末
永
さ
ん
は
次
の
世
代
へ
そ
の
役
割

を
引
き
継
ぐ
の
も
使
命
と
考
え
て
い
る
。

「
自
分
た
ち
だ
け
が
儲
か
っ
て
も
意
味
が
な

い
。
地
域
全
体
で
事
業
が
回
る
仕
組
み
を
つ

く
ら
な
い
と
続
き
ま
せ
ん
」
と
末
永
さ
ん
。

こ
の
ま
ち
の
未
来
を
見
据
え
、
地
域
産
業
の

発
展
と
地
元
農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
は
今
後
も
続
く
。

有限会社長門アグリスト
山口県長門市西深川2608-2
☎0837-22-4671
https://www.nagato-agrist.com/

株式会社63Dnet
https://63dnet.com/

有限会社長門アグリストと株式会社63Dnet
の代表取締役を務める末永裕治さん

道の駅センザキッチンにある海
辺のパン屋「ララベーカリー」。
地元由来の「海の天然酵母」を
ベースに、小麦や塩、黒糖な
ど地元食材をふんだんに使っ
たパンを提供している

5  「ながとラボ」では、商品の企画設計から試作・製造、
包装・食品表示と、商品化までをワンストップでサポート

6  地域食材を使ったフリーズドライ製品の販売も行う

写真提供／
7  有限会社長門アグリスト

5

6

7

※1 ブロイラー…少ない飼料で短期間で成長するよう品種改良された、食肉専用の商業用雑種鶏の総称
※2 黒柏鶏…おいしい鶏肉の総称である「かしわ（柏）」の祖鶏ともいわれる在来種

６次産業化支援施設「ながとラボ」
三つのミッション

63Dnet が運営する

生産者の
所得向上

22
次世代の

担い手・雇用
の創出

33
地域産業の

発展

11

地域に多面的な価値をもたらす 農山漁村発イノベーション特集

長門アグリストの循環型農業

加工事業銘柄鶏「長州どり」のほか、
地元産の規格外農作物を配
合した飼料（自給率 50% 以
上）で「長州黒かしわ（G I 指
定）」を飼育

鶏糞（飼育しながら発酵）、米
ぬか、駆除したウニを配合し
ミネラル豊富な100％長門産
の堆肥「長州の恵」を製造

「長州の恵」で、肥料までオー
ル長門産の農作物（山口県初
のサトウキビ、野菜など）や
飼料用作物を栽培

サトウキビを原料とした
黒糖・黒蜜を使用し地域
食材の加工品を商品開発・
製造

耕種事業 長門産の
こだわりの「食」

を提供する
「長門恵工房」ブランド

として販売

養鶏事業

堆肥事業
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農
業
×
福
祉
×
商
工
で

自
立
持
続
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築

「
く
り
ー
む
パ
ン
」で
知
ら
れ
る
株
式
会
社
八
天
堂（
三
原
市
）の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
八
天
堂
フ
ァ
ー
ム
は
、「
農
福
連
携
」で
生

産
し
た
果
実
を
商
品
化
し
て
販
売
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
で
、
２
０
２
４（
令
和
６
）年
に
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド（
農
福
連
携
等
応
援
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
）の
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。
さ
ら
に
、「
農
福
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ろ
し
ま
」を
共
同
設
立
し
、
２
次
・
３
次
産
業
を
掛
け

合
わ
せ
た「
商
工
農
福
連
携
」事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

商
工
農
福
連
携
で

付
加
価
値
を
生
み
出
す

八
天
堂
フ
ァ
ー
ム
は
、
障
が
い
者
ら
が
農

業
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
を
通
じ
て
社
会
参

画
す
る
「
農
福
連
携
」
を
応
援
す
る
地
域
商

社
と
し
て
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
に
設
立

さ
れ
た
。
２
０
２
４
年
に
は
、
社
会
福
祉
法

人
宗む
な

越こ
し

福
祉
会
（
竹
原
市
）
な
ど
と
共
に
農

福
連
携
を
支
援
す
る
官
民
組
織
「
農
福
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ろ
し
ま
」
を
発
足
。
農
福
連

携
に
加
工
・
商
品
化
の
２
次
産
業
、
流
通
・

販
売
の
３
次
産
業
を
掛
け
合
わ
せ
た
「
商

工
農
福
連
携
」
を
目
的
と
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
、
栽
培
し
た
農
作
物
に
付
加
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
公
的
資
金
に
頼
ら

な
い
自
立
し
た
持
続
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

農
福
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ろ
し
ま
に
は
現

在
、
約
30
の
個
人
や
法
人
な
ど
が
正
会
員
と

し
て
加
入
。「
１
次
産
業
か
ら
３
次
産
業
に

至
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
つ
く
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
連
携
を
呼
び
か
け
て
い
る
」

と
八
天
堂
フ
ァ
ー
ム
の
林
義
之
社
長
が
話
す

通
り
、
民
間
だ
け
で
な
く
自
治
体
と
の
連
携

も
進
め
て
お
り
、
広
島
県
お
よ
び
竹
原
、
三

原
、
東
広
島
の
３
市
と
「
農
福
連
携
に
よ
る

地
域
共
生
社
会
実
現
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
た
。
特
別
支
援
学
校
や
少
年
院
・
女
子

少
年
院
で
育
て
た
苗
を
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

に
参
画
す
る
事
業
者
が
購
入
し
て
栽
培
す
る

仕
組
み
や
、
収
穫
体
験
な
ど
を
通
し
て
農
業

や
地
域
と
関
わ
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
、
共

生
社
会
の
実
現
を
支
援
し
て
い
る
。

農
福
連
携
に
よ
る
産
品
を

商
品
化
し
、
販
路
を
広
げ
る

こ
の
農
福
連
携
事
業
は
、
八
天
堂
フ
ァ
ー

ム
と
宗
越
福
祉
会
が
遊
休
農
地
の
ブ
ド
ウ

園
（
約
８
０
０
０
㎡
）
を
２
０
２
１
（
令
和

３
）
年
に
引
き
継
い
だ
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
イ
ノ
シ
シ
の
食
害
な
ど
を
経
験
し
な
が

ら
も
栽
培
技
術
を
向
上
さ
せ
、
５
期
目
の

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
は
生
活
困
窮
者
３

人
が
携
わ
っ
て
ピ
オ
ー
ネ
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
な
ど
６
種
を
栽
培
し
、
過
去
最
高
の

約
１
万
６
６
０
０
房
を
収
穫
し
た
。
活
動
を

通
じ
て
働
く
人
た
ち
が
積
極
的
に
な
り
、
責

任
感
が
強
く
な
る
な
ど
、
収
穫
量
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
手
応
え
を
得
た
と
い
う
。

こ
の
ブ
ド
ウ
園
で
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
ギ
フ

ト
と
し
て
福
利
厚
生
や
販
売
促
進
に
利
用
で

き
る
、
企
業
向
け
の
原
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
の

募
集
も
同
年
よ
り
開
始
し
た
。

八
天
堂
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
自
園
の
ブ
ド
ウ

だ
け
で
な
く
、
農
福
連
携
に
取
り
組
む
他
の

事
業
者
の
果
実
を
使
っ
た
商
品
を
八
天
堂
な

ど
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
ん
で
開
発
し
、
八

天
堂
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
て
販
路
を
広

げ
て
き
た
。
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
発

売
し
た
「
果
実
な
く
り
ー
む
パ
ン
」
も
そ
の

一
つ
で
、
農
福
連
携
で
栽
培
し
た
広
島
県
産

の
規
格
外
品
の
ブ
ド
ウ
に
加
え
、
県
外
産
の

キ
ウ
イ
と
イ
チ
ゴ
も
ジ
ャ
ム
に
使
用
し
た
。

さ
ら
に
、
ジ
ャ
ム
を
業
務
用
原
料
と
し
て
卸

販
売
す
る
ほ
か
、
八
天
堂
フ
ァ
ー
ム
の
ロ
ゴ

を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
付
け
て
販
売
が
で
き

る
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

農
福
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ろ
し
ま
は
ノ

ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証※
１

を
取
得
し
て
お
り
、

２
０
２
５
年
１
月
に
は
第
一
弾
商
品
と
な
る

「
果
実
な
き
モ
チ 

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

を
発
売
。
八
天
堂
フ
ァ
ー
ム
と
近
隣
４
カ
所

株
式
会
社
八
天
堂
フ
ァ
ー
ム
《
広
島
県
三
原
市
》

文
／
入
江 

太
日
利

の
ブ
ド
ウ
園
が
農
福
連
携
で
栽
培
し
た
マ
ス

カ
ッ
ト
の
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
一
口
サ
イ
ズ
の

餅
菓
子
で
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
内
外
の
企
業

と
コ
ラ
ボ
し
て
開
発
し
た
。
同
年
12
月
に
は

山
陽
自
動
車
道
下
り
線
の
小こ

谷だ
に

サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
（
東
広
島
市
）
に
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ

「m

み
の
る
る

inoruru

」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
加
盟
す
る
事
業
所
の
商
品
な
ど
約

50
種
類
を
販
売
し
て
い
る
。
県
内
外
の
人
々

が
行
き
交
う
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
、
農
福
連
携
を
Ｐ
Ｒ
し
て
購
買
に
つ
な
げ

る
狙
い
だ
。

企
業
と
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

農
業
従
事
者
の
減
少
は
加
速
し
て
お
り
、

農
林
水
産
省
が
２
０
２
５
年
11
月
に
発
表
し

た
農
林
業
セ
ン
サ
ス※
２

に
よ
る
と
、
中
国
５
県

の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数※
３

は
約
７
万
人
と
な

り
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
前
回
調
査

に
比
べ
て
３
割
以
上
減
り
、
初
め
て
10
万
人

を
割
り
込
ん
だ
。
65
歳
以
上
の
割
合
を
示
す

高
齢
化
率
は
約
82
％
と
担
い
手
の
高
齢
化
も

際
立
つ
。
こ
の
現
状
に
林
社
長
は
危
機
感
を

強
め
、「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
社
会
的

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
同
じ
よ
う

な
課
題
を
抱
え
る
全
国
の
自
治
体
に
広
げ
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
た
い
」
と
意
気

込
む
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
動
き
も
生
ま
れ
始
め
た
。
ふ
り
か
け

製
造
の
三
島
食
品
株
式
会
社
（
広
島
市
）
で

は
、
人
気
商
品
「
ひ
ろ
し
®
」
の
原
料
と
な

る
広
島
菜
の
生
産
量
減
少
に
よ
る
原
料
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
に
加
盟
す
る
事
業
者
の
空
き
農
地
を
使
っ

て
、
農
福
連
携
で
広
島
菜
を
栽
培
し
、
収
穫

全
量
を
同
社
へ
と
出
荷
す
る
取
り
組
み
が
実

現
し
た
。

林
社
長
は
「
販
売
先
と
い
う
出
口
の
決

ま
っ
た
農
産
品
を
中
心
に
、
農
福
連
携
を
広

げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
話
し
、
企
業
と

担
い
手
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら

事
業
を
展
開
し
、
農
福
連
携
を
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ

の
使
命
。
遊
休
農
地
の
活
用
や
担
い
手
不
足

の
解
消
、
食
糧
自
給
率
の
向
上
に
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
林
社
長
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
減
少
が
深
刻
化

す
る
中
国
地
域
で
、
商
工
農
福
連
携
か
ら
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
て
い
る
。

農福連携で栽培されたシャインマス
カット　
写真提供／株式会社八天堂ファーム

株式会社八天堂ファーム
広島県三原市宮浦3-31-7
☎0848-88-9367
https://hattendofarm.co.jp/

1

2

3

5

4

写真提供／株式会社八天堂ファーム

山陽自動車道下り線の小谷サービスエリ
アのコンセプトショップ「minoruru」

株式会社八天堂ファームの林義之社長

※1 ノウフクＪＡＳ認証…
障がい者が生産行程に携わった食品
および観賞用の植物の日本農林規格

※2 令和７年２月１日時点の概数値

※3 基幹的農業従事者数…
15 歳以上の世帯員のうち、ふだん
仕事として主に自営農業に従事して
いる者

1  遊休農地だった時のブドウ園
2  年々生産量が増えている現在

のブドウ園
3  4  農福コンソーシアムひろし

まのノウフクJAS認証の第一
弾商品「果実なきモチ シャイ
ンマスカット」

5  2023年に発売した「果実なく
りーむパン」。農福連携に取り
組む事業者の生産した果実が
使用されている

地域に多面的な価値をもたらす 農山漁村発イノベーション特集

株式会社八天堂ファームの資料を基に作成

八天堂ファームが進める「商工農福連携」のスキーム

農
地
運
営

サ
ポ
ー
ト

八天堂
八天堂

八天堂
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ファーム

他メーカー
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生
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者
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方
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福
祉
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人
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事
業
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消
費
者

商
品
化

卸
売
・
小
売

販
売
手
配

販売プラット
フォーム

1次産業 2次産業 3次産業

福 工 商
農産物

農地
オーナー

農
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遊
び
の
中
で
見
つ
け
た

将
来
の
夢

現
代
社
会
に
お
い
て
、
電
子
ゲ
ー
ム
は
誰

も
が
手
軽
に
楽
し
め
る
娯
楽
の
一
つ
で
あ
る
。

国
内
の
ゲ
ー
ム
人
口
は
約
５
５
０
０
万
人
に

上
る
と
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い

世
代
が
日
常
的
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
る
。

島
根
県
松
江
市
を
拠
点
に
、
ゲ
ー
ム
の
開

発
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
受
託
開
発
を
行
う
株

式
会
社
イ
プ
シ
ロ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
渡
部

晋
司
社
長
も
、
ゲ
ー
ム
文
化
と
共
に
育
っ
た
一

人
だ
。
物
心
が
つ
い
た
頃
か
ら
ゲ
ー
ム
に
親
し

み
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
夢
中

に
な
っ
て
遊
ん
で
い
た
と
い
う
。

小
学
１
年
生
の
時
、
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア
し

た
後
に
表
示
さ
れ
る
制
作
者
名
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
目
に
し
、
そ
の
意
味
を
親
に
尋
ね
た
。
そ

こ
で
初
め
て
、
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
は
「
制
作
」

と
い
う
裏
側
が
あ
る
こ
と
、
ゲ
ー
ム
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
と
い
う
。

「
将
来
ゲ
ー
ム
の
仕
事
を
す
れ
ば
、
一
生
ゲ
ー

ム
で
遊
ん
で
暮
ら
せ
る
は
ず
。
だ
っ
た
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
勉
強
を
し
よ
う
！
と
思
っ
た

ん
で
す
」
と
笑
う
渡
部
社
長
。
し
か
し
、
そ
の
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渡部 晋司〈わたなべ・しんじ〉

1984年島根県松江市生まれ。松江北高等学校を経て、会津大学コン
ピュータ理工学部へ進学。卒業後は任天堂株式会社に入社し、家庭用
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頃
は
ま
だ
パ
ソ
コ
ン
が
高
価
な
時
代
。
子
ど
も

が
簡
単
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

も
ど
か
し
い
思
い
を
抱
え
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
黎
明
期
に
抱
い
た

起
業
へ
の
憧
れ

本
格
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
触
れ
た
の

は
高
校
時
代
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速
に
普

及
し
始
め
た
時
期
で
、
よ
う
や
く
自
身
の
パ

ソ
コ
ン
を
手
に
入
れ
た
。
ゲ
ー
ム
制
作
を
目
的

に
始
め
た
も
の
の
、
実
際
に
触
れ
て
み
る
と
、

そ
の
面
白
さ
は
ゲ
ー
ム
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
。
仕
組
み
や
可
能
性
そ
の
も
の
に
惹
か

れ
、
大
学
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
分
野
を
専
攻

し
た
。

当
時
は
、
学
生
起
業
家
が
立
ち
上
げ
た
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
が
脚
光
を
浴
び
て
い
た

時
代
背
景
も
あ
り
、
渡
部
社
長
自
身
も
起
業
へ

の
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
。
ゲ
ー
ム
制
作

に
打
ち
込
み
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
い
く
つ
も
完
成

さ
せ
た
経
験
か
ら
、「
自
分
に
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
。

し
か
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
開
発
し
て
い

た
ゲ
ー
ム
は
、
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
個

人
の
技
術
や
発
想
だ
け
で
は
超
え
ら
れ
な
い
課

題
が
次
々
と
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
個
人
の
力
で

は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
こ
の
ま
ま
勢
い
だ
け

で
会
社
を
つ
く
っ
て
も
、
き
っ
と
行
き
詰
ま
る
。

そ
う
冷
静
に
判
断
し
、
渡
部
社
長
は
い
っ
た
ん

就
職
の
道
を
選
ぶ
こ
と
に
。
入
社
し
た
の
は
、

国
内
最
大
手
の
ゲ
ー
ム
会
社
で
あ
る
任
天
堂
株

式
会
社
だ
っ
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
登
場
を
機
に

次
な
る
ゲ
ー
ム
の
舞
台
へ

任
天
堂
に
在
籍
し
た
約
４
年
半
の
間
に
は
、

　

誰
も
が
知
る
よ
う
な
ヒ
ッ
ト
作
に
も
多
数
携

わ
っ
た
。
幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
た
喜
び
の

一
方
で
、
開
発
現
場
の
厳
し
さ
も
身
を
も
っ
て

知
っ
た
。
新
し
い
製
品
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
、

常
に
高
い
集
中
力
と
持
続
力
が
求
め
ら
れ
る
。

「
登
山
に
似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
登
っ

て
い
る
最
中
は
き
つ
い
け
れ
ど
、
頂
上
に
た
ど

り
着
い
た
と
き
の
達
成
感
は
格
別
。
ゲ
ー
ム
の

開
発
も
そ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」

完
成
の
瞬
間
、
チ
ー
ム
全
体
で
喜
び
を
分

か
ち
合
え
る
こ
と
、
そ
し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
か

ら「
面
白
か
っ
た
」と
い
う
声
が
届
く
こ
と
が
、

何
よ
り
の
や
り
が
い
だ
っ
た
と
い
う
。

２
０
０
７（
平
成
19
）年
に
な
る
と
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
登
場
し
た
。
当
初
は
一
部
の
愛
好
家

に
支
持
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
渡
部

社
長
は
早
く
か
ら
「
次
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

時
代
が
来
る
」
と
見
据
え
て
い
た
。
そ
の
読
み

は
的
中
し
、
情
報
収
集
や
娯
楽
の
中
心
は
「
家

の
中
」
か
ら
「
手
の
ひ
ら
」
へ
と
移
っ
て
い
く
。

ゲ
ー
ム
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
に
従
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ゲ
ー
ム
の
可
能

性
に
強
く
惹
か
れ
た
渡
部
社
長
は
、
２
０
１
２

（
平
成
24
）
年
、
S
N
S
と
連
動
す
る
モ
バ
イ

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
に
注
力
し
て
い
た
グ

リ
ー
株
式
会
社
（
当
時
）
へ
転
職
す
る
。
舞
台

を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
開
発
へ
と
移
し
、
リ
ー

ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
技
術
面
の
中
核
を
担
っ

た
。
中
で
も
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
た

『
消
滅
都
市
』
は
、
10
年
以
上
に
わ
た
り
多
く

の
ユ
ー
ザ
ー
に
親
し
ま
れ
る
長
寿
タ
イ
ト
ル
へ

と
成
長
し
た
。

そ
の
後
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
を
き
っ

か
け
に
、
自
身
の
将
来
や
暮
ら
し
方
を
見
つ

め
直
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て

き
た
技
術
や
経
験
を
、
今
度
は
生
ま
れ
育
っ
た

地
元
の
た
め
に
生
か
し
た
い
―
―
。
妻
か
ら
の

「
や
り
た
い
夢
が
あ
る
な
ら
、
や
れ
ば
い
い
」
と

い
う
言
葉
に
も
背
中
を
押
さ
れ
、
故
郷
・
松
江

市
で
の
起
業
を
決
意
。
２
０
１
６
（
平
成
28
）

年
に
株
式
会
社
イ
プ
シ
ロ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

設
立
し
た
。

時
代
の
変
化
を
読
み
、次
の
一
手
へ

Ａ
Ｉ
活
用
と
柔
軟
な
働
き
方

イ
プ
シ
ロ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
設
立
当

初
か
ら
、
都
市
部
の
企
業
か
ら
の
依
頼
を
中
心

に
、
ゲ
ー
ム
関
連
の
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
今
、
巣
ご
も
り
需
要
が
落

ち
着
い
た
こ
と
で
、
人
々
が
ゲ
ー
ム
に
割
く
時

間
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ゲ
ー
ム
市
場
の
成
熟
も
相
ま
っ
て
、
ゲ
ー
ム

業
界
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
次

の
潮
流
を
ど
う
読
む
か
が
経
営
の
カ
ギ
と
な

る
中
、
同
社
で
は
Ｉ
Ｔ
系
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
受

託
開
発
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に

も
力
を
入
れ
、
事
業
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
例

え
ば
、
食
品
の
Ｄ
２
Ｃ※
１

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
企
業

に
創
業
期
か
ら
携
わ
り
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
型
の
受
注
や
課
金
、
発
注
管
理
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
全
体
を
構
築
。

都
市
部
の
事
業
を
、
地
方
か
ら
技
術
面
で
支
え

地域に生きる
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株式会社イプシロンソフトウェア　代表取締役

渡部 晋司
（島根県松江市）

　

時代の変化を見据えて
技術力で地方から都市の事業を支え
「なくてはならない」
会社を目指す

1  現在同社に在籍するエンジニアは15人。半数以上がリモートワークで業務にあたっている
2  グリーでメインプログラマーとして開発に関わったスマートフォン用ゲームアプリ「消滅都市」のリリース

日。左下が渡部社長
3  開発に携わり続けている渡部社長。経営者として総務や経理、人事などさまざまな業務に関わるため、「会

社員時代の忙しさとは比べられない」と話す

※1 Ｄ２Ｃ…企業が仲介業者を介さずに、自社製品を消費者に直接販売する
ビジネスモデルのこと。「Direct to Consumer」の略

2 3

1

写真提供／ 2  株式会社イプシロンソフトウェア
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業
務
を
内
製
化
し
て

一
貫
体
制
へ

鳥
取
県
東
部
で
葬
祭
関
連
事
業
や
飲
食

事
業
を
展
開
す
る
株
式
会
社
メ
モ
ワ
ー
ル

イ
ナ
バ
は
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に

鳥
取
市
で
創
業
し
た
。
業
界
で
は
後
発
企

業
に
位
置
付
け
ら
れ
る
が
50
年
以
上
の
歴

史
を
持
ち
、
地
元
で
長
く
愛
さ
れ
て
い
る
。

同
社
で
は
創
業
以
来
、「
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
癒
し
の
空
間
を
創
造
し
、
選
ば

れ
る
企
業
と
な
る
。
因
っ
て
互
い
に
幸
福

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。
こ
の
理
念
の
下
、
生
活
困

窮
者
の
葬
儀
も
積
極
的
に
引
き
受
け
、
葬

儀
の
規
模
を
問
わ
ず
故
人
や
遺
族
の
想
い

に
誠
実
に
寄
り
添
っ
て
き
た
。

特
長
は
、
霊
柩
車
の
運
転
か
ら
祭
壇
の

生
花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
葬
儀
保
険
、
香

典
返
し
の
ギ
フ
ト
、
仕
出
し
料
理
な
ど
葬

儀
に
関
す
る
業
務
だ
け
で
な
く
、
仏
壇
や

墓
石
の
設
置
、
終
活
支
援
や
さ
ら
に
は
遺

品
整
理
ま
で
、
葬
儀
の
前
後
も
含
め
た
業

務
を
自
社
で
一
貫
し
て
手
掛
け
て
い
る
点

だ
。
同
業
他
社
で
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
は

外
部
の
専
門
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
一

般
的
で
、
同
社
で
も
以
前
は
外
部
委
託
し

て
い
た
。
そ
れ
を
あ
え
て
自
社
で
担
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
遺
族
や
参
列
者
が
思

い
残
す
こ
と
な
く
故
人
を
送
り
出
せ
る
よ

う
対
応
す
る
た
め
だ
。

「
業
務
の
内
製
化
は
、
先
代
社
長
の
時
代
に

始
ま
り
ま
し
た
。
ご
葬
儀
は
、
そ
の
方
の

人
生
の
最
期
を
締
め
く
く
る
セ
レ
モ
ニ
ー

で
す
。
ご
依
頼
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま
だ

け
で
な
く
、
ご
参
列
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
も
『
良
い
お
葬
式
だ
っ
た
』
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
全
て
に
責
任
を
持
っ

て
執
り
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

代
表
取
締
役
の
圓ま
る

井い

貴た
か
志し

社
長
は
語
る
。

短
い
準
備
期
間
で
も

想
い
を
汲
ん
で
対
応

同
様
の
理
由
か
ら
、
葬
儀
の
際
は
担
当

者
と
し
て
一
人
の
社
員
が
窓
口
と
な
り
、

遺
体
の
搬
送
、
遺
族
と
の
打
ち
合
わ
せ
、

納
棺
、
式
場
設
営
、
司
会
進
行
、
霊
柩
車

運
行
な
ど
、
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら

全
般
を
取
り
仕
切
る
。

ほ
と
ん
ど
の
遺
族
と
は
初
対
面
で
、
式

ま
で
の
準
備
期
間
は
最
短
の
場
合
２
日
し

か
な
い
。
担
当
者
は
、
深
い
悲
し
み
に
あ

る
遺
族
に
寄
り
添
い
な
が
ら
希
望
を
聞
き

取
り
、
言
葉
に
な
ら
な
い
気
持
ち
に
も
配

慮
し
て
準
備
を
行
う
。
遺
族
が
後
悔
や
思

い
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
プ
ロ
な
ら

で
は
の
提
案
力
も
試
さ
れ
る
瞬
間
だ
。

過
去
に
は
、
ゴ
ル
フ
が
趣
味
だ
っ
た
故

る
と
い
う
関
わ
り
方
も
、
同
社
の
特
徴
の
一
つ

だ
。そ

し
て
近
年
注
目
し
て
い
る
の
が
Ａ
Ｉ
だ
。

同
社
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
コ
ー
ド
生
成
支

援
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
開
発
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
会
社
に
大
量
に
届

く
メ
ー
ル
を
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
自
動
整
理
す
る

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
も
着
手
し
た
。
メ
ー
ル
の

内
容
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
、
重
要
度
や
内
容
ご

と
に
分
類
し
、関
連
付
け
て
整
理
す
る
こ
と
で
、

業
務
負
担
の
軽
減
を
目
指
す
試
み
だ
。

「
こ
れ
ま
で
も
Ｖ
Ｒ
や
仮
想
通
貨
な
ど
、
話
題

に
な
る
技
術
は
次
々
と
出
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ

も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
、
当

初
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
試
し
に
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ん

で
み
た
と
こ
ろ
、
想
像
以
上
に
使
い
道
が
あ
る

株式会社イプシロンソフトウェア
島根県松江市白潟本町13-4
大樹生命松江ビル2階
☎0852-21-0503
https://www.epsilon-software.co.jp/

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」と
渡
部
社
長
は
話
し
、

新
た
な
事
業
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
Ｖ
Ｐ
Ｎ※
２
を
は
じ

め
と
す
る
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
み
、
働

き
方
も
大
き
く
変
化
し
た
。
同
社
で
は
現
在
、

15
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
う
ち
半
数
以
上
が
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
と

い
う
。

「
居
住
地
は
島
根
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
県
外
か
ら

も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
採
用
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
今
後
も
柔
軟

な
働
き
方
を
生
か
し
た
人
材
採
用
を
進
め
て

い
く
構
え
だ
。

人
が
つ
な
ぐ
島
根
の
Ｉ
Ｔ
産
業

原
点
の
思
い
を
胸
に
、新
た
な
挑
戦
へ

島
根
県
は
、
Ｉ
Ｔ
産
業
を
地
域
経
済
の
重

要
な
柱
の
一
つ
と
位
置
付
け
、
企
業
誘
致
や
人

材
育
成
を
続
け
て
き
た
。
県
内
に
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
を
手
掛
け

る
Ｉ
Ｔ
企
業
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
特
徴

的
な
の
は
、
同
業
他
社
同
士
が
競
争
一
辺
倒
に

陥
る
こ
と
な
く
、
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
る
点
だ
。
勉
強
会
や
交
流
会
が
活
発
に
行

わ
れ
、
最
新
の
情
報
や
知
見
が
共
有
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

「
顔
の
見
え
る
関
係
性
が
あ
り
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
相
談
も
で
き
る
。
他
の
業
界
に
は
な

か
な
か
み
ら
れ
な
い
環
境
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

穏
や
か
な
関
係
性
で
互
い
に
高
め
合
う
、
開
か

れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
こ
の
地
の
Ｉ
Ｔ
産
業

を
支
え
て
い
る
。

同
社
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

る
が
、渡
部
社
長
の
原
点
は
「
ゲ
ー
ム
が
好
き
」

と
い
う
思
い
に
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
の
面
白
さ
に
触
れ
な
が
ら
も
、
最
終
的
に

目
指
す
場
所
は
変
わ
ら
な
い
。

「
引
退
ま
で
ま
だ
30
年
く
ら
い
は
あ
る
と
思
う

の
で
、
そ
の
間
に
、
一
つ
と
言
わ
ず
、
い
く
つ

か
ヒ
ッ
ト
作
を
出
し
た
い
で
す
ね
」

微
小
量
を
表
す
記
号
と
し
て
用
い
ら
れ
る

ギ
リ
シ
ャ
文
字
「
イ
プ
シ
ロ
ン（
ε
）」
を
冠

し
た
社
名
に
は
、「
小
さ
い
企
業
だ
け
れ
ど
も
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
会
社
で
あ
り
た
い
」
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
志
を

胸
に
、
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

w
riter

木
次 

亜
紀
子 

〈
こ
つ
ぎ・あ
き
こ
〉

島
根
県
出
身
。
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務
、
広
告

会
社
勤
務
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
。
各
種
出
版

物
・
情
報
誌
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
幅
広
い
媒
体
で
、

取
材
・
執
筆
・
編
集
を
手
掛
け
て
い
る
。

株
式
会
社
メ
モ
ワ
ー
ル
イ
ナ
バ
《
鳥
取
市
》

文
／
倉
恒 

弘
美　

 

写
真
撮
影
／
山
田 

真
実

葬
儀
に
関
す
る
業
務
を
一
貫
体
制
で
行
い

〝
ひ
と
手
間
〟を
か
け
サ
ー
ビ
ス
を
深
化

鳥取市服部にある本社ホールは、日常と非日常の橋渡しとなり三界六道を照らす
「灯籠流し」に見立て、建物全体で「送りなす心」を表現している

88

株式会社メモワールイナバの圓井貴志社長

写真提供／株式会社メモワールイナバ

※2 ＶＰＮ…通信を暗号化して、インターネットを安全に使用するための仕組み

4  地元の生徒・学生に向けた講演を積極的に引き受け、ゲームづくりの楽
しさを伝えている

5  毎年京都で開催される日本最大級のインディーズゲームイベント
「BitSummit」で自社開発アプリ第１弾の「Pizzaverse」を出展

イプシロンソフトウェアの自社開発アプリ

Pizzaverse
2016年12月に配信を開始した、宇宙を舞台にした2D
アクションゲーム。半年も経たずに全世界累計ダウン
ロード数が15万件を突破（現在は配信終了）

脱出ゲーム　京都温泉宿の謎解き　
2024年5月に配信を開始。秘密に満ちた京都の温泉宿
で謎を解き明かし脱出を目指す

4

5

写真・画像提供／株式会社イプシロンソフトウェア
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人
の
た
め
に
本
物
の
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
式

場
内
に
展
示
し
た
り
、
バ
イ
ク
の
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
愛
好
家
の
葬
儀
で
は
愛

車
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
友
人
た
ち
の
ハ
ー

レ
ー
が
霊
柩
車
を
先
導
し
た
り
と
い
っ
た

例
も
あ
る
。
こ
う
し
た
故
人
の
趣
味
や
個

性
、
思
い
出
を
反
映
し
、
そ
の
人
ら
し
い

空
間
づ
く
り
や
演
出
を
可
能
な
限
り
実
現

さ
せ
て
い
る
。

生
前
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
し

た
「
想
い
出
ビ
デ
オ
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

葬
儀
当
日
、
式
場
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
、
故
人
と

の
思
い
出
や
人
柄
を
じ
っ
く
り
振
り
返
る

こ
と
で
よ
り
深
く
偲し
の

び
、
遺
族
や
参
列
者

は
想
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
演
出
は
、
社
員
の
発
案
で
生

ま
れ
た
無
料
サ
ー
ビ
ス
だ
。
他
に
も
、
葬

儀
に
参
列
で
き
な
い
人
の
た
め
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
う
「
お

重
ね
る
と
と
も
に
、
資
格
の
取
得
に
励
む

社
員
も
多
い
。
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
遺

品
整
理
士
、
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
、

各
種
資
格
の
受
験
費
用
は
、
交
通
費
・
宿

泊
費
ま
で
全
額
を
会
社
が
負
担
す
る
。

「
学
び
直
し
や
新
し
い
知
識
の
習
得
、
ま
た

社
員
同
士
で
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
」
と
圓
井

社
長
。
資
格
手
当
や
特
別
手
当
、
技
能
手

当
な
ど
、
個
々
の
努
力
も
評
価
し
て
葬
儀

の
プ
ロ
を
育
て
て
い
る
。

ま
た
、
葬
儀
の
現
場
は
、
遺
族
の
深
い

悲
し
み
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
冷
静
に
式
を

執
り
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
社

員
の
精
神
的
な
負
担
に
配
慮
し
、
働
く
環

境
を
整
え
て
社
員
の
心
身
の
健
康
保
持
に

努
め
て
い
る
。
定
期
的
な
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
高
ス
ト
レ
ス
者
の
対
応
に
あ

た
る
の
は
、
社
員
と
保
険
会
社
で
構
成
す

る
衛
生
保
険
委
員
会
だ
。
ま
た
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
休
暇
や
、
希
望
日
に
休
暇
を
取
得
し
や

す
い
シ
フ
ト
制
を
導
入
し
て
い
る
。こ
の
他
、

２
泊
３
日
の
社
員
旅
行
や
夏
と
冬
の
親
睦

会
も
社
員
か
ら
好
評
だ
。

葬
儀
社
と
い
う
と
暗
く
静
か
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
が
ち
だ
が
、
事
務
所
の
中
の

社
員
は
皆
、
朗
ら
か
で
明
る
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
て
い
る
こ
と

が
社
内
の
雰
囲
気
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

地
域
貢
献
や
情
報
発
信
で

よ
り
身
近
な
存
在
へ

同
社
で
は
、
地
域
に
根
差
し
た
企
業
と

し
て
地
域
貢
献
活
動
も
熱
心
に
行
う
。
先

代
社
長
が
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
は
30
年
以
上
活
動
を
続
け

て
お
り
、
毎
年
、
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
や
著

名
な
指
導
者
を
招
い
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。

葬
儀
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
」
や
、
故
人
の
人
柄

や
家
族
の
感
謝
の
気
持
ち
を
担
当
者
が
聞

き
取
り
、
文
章
を
作
成
す
る
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
会
葬
礼
状
」
な
ど
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
。

「
ス
タ
ッ
フ
は
崇
高
な
儀
式
に
携
わ
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
、『
故
人
様
や
ご
当
家

の
想
い
に
応
え
た
い
』
と
い
う
強
い
意
志

で
ご
葬
儀
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
想
い

出
ビ
デ
オ
の
よ
う
な
〝
ひ
と
手
間
〟
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
が
、
当
社
の
強
み
で
す
」

と
圓
井
社
長
は
話
す
。

幅
広
い
要
望
に
応
え
る

葬
儀
の
プ
ロ
を
育
成

時
代
と
と
も
に
葬
儀
の
ス
タ
イ
ル
は
変

化
し
、
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。
同

社
で
は
、
鳥
取
市
内
に
四
つ
の
葬
儀
会
館

を
持
つ
。
こ
れ
ら
ホ
ー
ル
で
の
一
般
葬
を

は
じ
め
、
自
宅
葬
は
も
ち
ろ
ん
、
公
民
館

や
集
会
所
と
い
っ
た
場
所
の
ほ
か
、
寺
院

の
本
堂
や
教
会
で
の
葬
儀
も
可
能
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
宗
教
に
も
対
応
す
る
。
ま
た
密

葬
や
家
族
葬
と
い
っ
た
小
規
模
な
も
の

か
ら
、
社
葬
や
合
同
葬
と
い
っ
た
大
型

葬
儀
ま
で
幅
広
く
手
掛
け
る
。
そ
の
分
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
豊
富
な
専
門
知
識
が
必
要

と
な
る
た
め
、
社
員
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

入
社
後
は
１
～
２
カ
月
か
け
て
研
修
を

行
い
、
ま
ず
は
言
葉
遣
い
や
お
辞
儀
の
仕

方
な
ど
、
接
客
や
接
遇
の
基
本
を
身
に
付

け
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
各
部
署
の
仕
事
や
心
構
え
を
学
び
、
部

署
が
決
ま
っ
た
後
は
、
先
輩
社
員
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
な
が
ら
現
場
で
経
験
を

ま
た
、
合
同
会
社
ラ
イ
フ
ケ
ア
ー
ズ
と

月
１
回
共
催
し
て
い
る
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー

ト
「
暖だ
ん

環わ

の
会
」
は
、
大
切
な
人
を
亡
く
し

た
遺
族
の
喪
失
感
や
悲
嘆
を
癒
や
す
会
だ
。

生
花
部
の
社
員
が
「
花
に
触
れ
る
こ
と
で

少
し
で
も
心
を
癒
や
せ
た
ら
」
と
自
ら
の

希
望
で
講
師
を
務
め
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
く
な
ど
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、「
地
域
の
一
企
業
と
し
て

地
域
の
力
に
な
り
た
い
」
と
圓
井
社
長
が

話
す
通
り
、
地
区
の
お
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
を
行
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
は
後
継
者
問
題
を
抱
え
て

い
た
和
食
店
を
事
業
承
継
し
て
関
連
会
社

に
加
え
る
な
ど
、
事
業
を
多
角
化
し
て
い

る
。
葬
儀
の
生
前
相
談
や
終
活
支
援
、
遺

品
整
理
等
、
葬
儀
前
後
ま
で
ト
ー
タ
ル
で

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の
も
、
地
域
住
民
の
困

り
事
を
解
決
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら

だ
。葬

儀
社
の
仕
事
は
「
人
の
死
に
関
わ
る

業
務
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う

だ
け
に
、
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で

「
自
社
の
リ
ア
ル
な
姿
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
想
い
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
情
報
発
信

に
も
力
を
入
れ
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
ほ
か
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
葬
儀
の

マ
ナ
ー
や
仕
事
の
舞
台
裏
、
地
域
で
の
活
動

の
様
子
を
社
員
自
身
の
声
で
届
け
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
深
化
さ
せ

地
域
に
選
ば
れ
る
企
業
へ

葬
儀
で
の
誠
実
な
対
応
や
、
地
域
貢
献

活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
同
社
は
鳥
取
県

東
部
エ
リ
ア
で
の
葬
儀
執
行
件
数
で
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
に
成
長
し
た
。

「
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
内
で

も
地
域
で
風
習
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
し
、

ま
た
、
理
念
の
浸
透
不
足
も
懸
念
さ
れ
る

の
で
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
鳥
取

県
東
部
を
中
心
に
、『
メ
モ
ワ
ー
ル
イ
ナ
バ

を
選
ん
で
良
か
っ
た
』
と
皆
さ
ま
に
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、〝
ひ
と
手
間
〟の
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
」
と
圓
井

社
長
は
力
強
く
語
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
深
化

さ
せ
、
よ
り
地
域
に
選
ば
れ
る
企
業
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

w
riter

倉
恒  

弘
美 

〈
く
ら
つ
ね・ひ
ろ
み
〉

鳥
取
県
倉
吉
市
出
身
。
東
京
の
出
版
社
勤
務

を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
。
Ｕ
タ
ー
ン
後
、

鳥
取
県
を
中
心
に
山
陰
の
情
報
誌
や
Ｐ
Ｒ
誌

で
活
動
す
る
。

株式会社メモワールイナバ
鳥取市服部15-3
☎0857-38-4400
https://www.m-inaba.co.jp/

メモワールイナバでは葬儀に関わる全ての業務を社員らが心を込めて
行っている

生花部による祭壇の花の準備

業務部による想い出ビデオの制作やライブ配信

1  終活セミナーは自社ホールだけでなく、依頼
があれば地域の公民館やお寺などでも行う

2  フラワーアレンジメント等で遺族の心を癒や
す「暖環の会」は、月1回開催している

3  「メモワールイナバ杯」として特別協賛を行
う、「春の全国小学生ドッジボール選手権鳥
取県予選 兼 春の鳥取県小学生ドッジボール
選手権大会」

2025年9月の「開館25周年感謝フェア」では、映画上映
や寄席、近隣校のダンスパフォーマンスのほか、入棺体
験や遺影用写真の撮影会、宮型霊柩車の試乗展示など葬
儀社ならではのイベントが行われた

写真提供／株式会社メモワールイナバ

写真提供／株式会社メモワールイナバ

写真提供／株式会社メモワールイナバ
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コ
ロ
ナ
禍
で
気
づ
い
た

祭
り
の
大
切
さ

全
国
各
地
の
祭
り
に
足
を
運
び
、
存
続

の
た
め
の
支
援
を
行
う
民
俗
芸
能
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
「
と
ら
で
ぃ
っ
し
ゅ
株
式
会

社
」
代
表
取
締
役
の
片
桐
萌
絵
さ
ん
は
、
広

島
大
学
の
学
生
だ
。
そ
の
活
動
の
原
点
は
、

生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
愛
知
県
の
奥
三
河
地
方

で
７
０
０
年
続
く
「
花
祭
」
に
あ
る
。
毎
年

11
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
北
設し

た

楽ら

郡
一
帯
の

各
地
区
で
開
催
さ
れ
、
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
祭
り
で
あ
る
。

「
花
祭
の
舞
手
を
代
々
受
け
継
ぐ
家
に
生
ま

れ
、
３
歳
か
ら
舞
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

祭
り
が
近
づ
く
と
家
に
は
親
戚
や
地
域
の
人

た
ち
が
集
い
、
笛
や
太
鼓
の
音
が
響
く
中
で

ひ
た
す
ら
練
習
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
」

そ
れ
が
当
然
の
環
境
で
育
っ
た
が
、
毎

年
厳
し
い
稽
古
で
怒
ら
れ
る
た
め
、
幼
い
頃

は
祭
り
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
意
識
が
変
わ
っ
た
の
は
高
校
入
学

の
年
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
、
花
祭
は
神
事

以
外
の
全
て
が
中
止
に
な
っ
た
。

舞
台
で
掛
け
声
が
飛
ぶ
よ
う
な
熱
気
や
、

観
客
と
一
体
に
な
る
ワ
ク
ワ
ク
感
が
丸
ご
と

な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
自
分
が
い
か
に
祭
り

を
好
き
だ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
何

よ
り
、
毎
年
会
っ
て
い
た
人
々
と
の
つ
な
が

り
が
途
切
れ
た
喪
失
感
は
大
き
か
っ
た
。

「
い
つ
も
左
端
に
座
っ
て
い
た
お
ば
ち
ゃ
ん
、

五
平
餅
を
く
れ
た
お
じ
ち
ゃ
ん
。
名
前
も
知

ら
な
い
け
れ
ど
毎
年
会
え
て
い
た
人
た
ち
と

会
え
な
い
。
祭
り
は
楽
し
い
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
を
結
ぶ
場
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な
側
面
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」
と
片

桐
さ
ん
は
振
り
返
る
。

祭
り
を
研
究
し
支
援
団
体
を
設
立

そ
の
後
、
高
校
の
探
究
活
動
で
民
俗
芸

能
の
文
献
調
査
に
取
り
組
み
、
少
子
高
齢
化

な
ど
で
全
国
的
に
祭
り
の
数
が
減
少
し
て
い

る
事
実
を
知
っ
た
。「
無
形
文
化
財
の
継
承

に
は
最
新
技
術
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
保
存
が
有

効
で
は
な
い
か
」
と
考
え
た
片
桐
さ
ん
は
、

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
、
祭
り
の
歴
史
と

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
二
つ
の
異
な

る
研
究
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
文
理
融
合
の
広

島
大
学
総
合
科
学
部
へ
と
進
学
し
、
さ
ら
に

そ
の
後
は
「
継
承
の
新
た
な
仕
組
み
を
考
え

る
た
め
に
も
ま
ず
は
外
部
と
の
接
点
を
持
つ

べ
き
」
と
、
情
報
発
信
を
展
開
さ
せ
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

し
か
し
入
学
当
初
は
、
広
島
で
自
分
が

で
き
る
こ
と
に
限
界
を
感
じ
て
退
学
ま
で
考

え
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
中
、
夏
休
み
に
参

加
し
た
岡
山
県
西
粟
倉
村
で
の
10
日
間
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
共
に
過
ご
し
た
中
国
地
域
の
他
大
学
の

学
生
た
ち
の
持
つ
積
極
性
は
、
自
分
の
環
境

を
理
由
に
何
か
と
諦
め
て
い
た
片
桐
さ
ん
に

と
っ
て
刺
激
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
秋
に
西

粟
倉
村
を
再
訪
し
て
地
域
の
祭
り
に
参
加
し

た
こ
と
で
花
祭
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、
祭

り
に
対
す
る
情
熱
が
再
燃
し
た
。

こ
の
一
連
の
出
来
事
で
「
ど
こ
に
い
て

も
自
分
が
動
け
ば
世
界
は
変
わ
る
」
と
片
桐

さ
ん
は
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
10

月
、
祭
り
や
民
俗
芸
能
の
支
援
団
体
「
と
ら

で
ぃ
っ
し
ゅ
」
を
立
ち
上
げ
る
に
至
っ
た
。

支
援
活
動
で
確
信
し
た

祭
り
の
本
質
と
力

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
慣
れ
親
し
ん

だ
花
祭
の
Ｐ
Ｒ
だ
っ
た
。
花
祭
は
閉
鎖
性
が

高
く
、
観
光
客
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
な
い

雰
囲
気
で
は
あ
る
も
の
の
、
住
民
と
対
話
を

重
ね
る
と
「
地
域
外
の
人
に
も
見
て
も
ら
い

た
い
」
と
考
え
る
人
た
ち
も
い
た
。
そ
の
声

に
背
中
を
押
さ
れ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作

し
、
分
か
り
や
す
く
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
を
発

信
す
る
と
、
変
化
が
生
ま
れ
た
。

「
住
民
が
花
祭
へ
の
誇
り
を
再
認
識
し
、
情
報

発
信
を
肯
定
す
る
方
向
に
意
識
が
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
否
定
的
だ
っ
た
高
齢
の
方

も
私
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

誰
か
が
動
け
ば
、
そ
れ
が
起
爆
剤
と
な
り
地

域
全
体
の
意
識
が
変
わ
る
と
実
感
し
ま
し
た
」

こ
の
成
功
を
経
て
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
、
今
度
は
自
身
が
通
う
広
島
大
学
の
あ
る

東
広
島
市
内
で
、
安あ

芸き

津つ

町
の
三み

津つ

祇
園
祭

の
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
担
い
手

不
足
で
大
名
行
列
が
存
続
の
危
機
だ
と
知
り
、

片
桐
さ
ん
が
協
力
を
申
し
出
た
の
だ
。
資
金

難
を
考
慮
し
て
参
加
料
を
徴
収
す
る
形
と
し

た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
、

全
国
か
ら
学
生
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
母

親
、
旅
好
き
の
男
性
な
ど
多
様
な
世
代
の
32

人
が
集
ま
っ
た
。

募
集
か
ら
移
動
手
配
、
練
習
会
の
運
営
や

調
整
な
ど
を
行
い
な
が
ら
片
桐
さ
ん
が
重
視

大
好
き
な
祭
り
を

ひ
と
つ
で
も
多
く

地
域
の
未
来
へ
残
し
た
い

近
年
、
日
本
の
祭
り
は
急
速
に
そ
の
数
を
減
ら
し
て
い
る
。

祭
り
を
愛
す
る
広
島
大
学
学
生
の
片
桐
萌
絵
さ
ん
は
そ
の
現
状
に
危
機
感
を
覚
え
、

祭
り
や
民
俗
芸
能
の
支
援
に
特
化
し
た
会
社
を
立
ち
上
げ
て

持
続
可
能
な
形
で
地
域
の
未
来
へ
と
継
承
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

と
ら
で
ぃ
っ
し
ゅ
株
式
会
社　

代
表
取
締
役  

片
桐 

萌
絵  

《
広
島
県
東
広
島
市
》

文／川西 由香理    
写真撮影／中野 章子

ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と

111
 prof i le

片桐 萌絵
〈かたぎり・もえ〉

愛知県出身。奥三河地方の「花祭」舞手
の家に生まれ、3歳から舞台に立つ。コ
ロナ禍をきっかけに民俗芸能に関心を
持ち、伝統を守る祭りと現代化する祭
りを比較研究。広島大学総合科学部在
学中の2023年10月に祭りを支援する
団体「とらでぃっしゅ」を設立、2025年
4月に法人化。2024年度「キャンパス
ベンチャーグランプリ全国大会」最優秀
の経済産業大臣賞（ビジネス大賞）など、
受賞多数。

片桐さんが作成した花祭のスケジュールや見どころ
を紹介するパンフレット。英語版や、誰でも参加で
きるよう歌詞を紹介したバージョンもある

花祭の舞手を代々継ぐ家に生まれた片
桐さんは、幼少期から花祭で舞を披露
してきた
写真提供／とらでぃっしゅ株式会社
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し
た
の
は
、
参
加
者
に
「
祭
り
の
本
質
」
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
準
備
過
程
や
練
習
、
本
番
後
の
慰
労
会
な
ど

も
含
め
、
地
域
の
日
常
の
中
に
あ
る
交
流
に

こ
そ
祭
り
の
本
質
と
醍
醐
味
が
あ
る
」
と
片

桐
さ
ん
が
話
す
通
り
、
参
加
者
ら
は
「
や
っ

こ※

」
の
練
習
や
準
備
を
し
な
が
ら
地
元
の
人

た
ち
と
心
を
通
わ
せ
、
祭
り
当
日
は
地
域
の

一
員
と
し
て
共
に
盛
り
上
が
っ
た
。「
広
島
弁

が
新
鮮
」「
地
域
の
人
と
の
会
話
が
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
多
く
、
祭
り
の
後
も
参
加

し
た
留
学
生
と
地
域
の
間
で
交
流
が
続
く
な

ど
、
祭
り
を
起
点
に
新
た
な
関
係
性
が
生
ま

れ
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
片
桐
さ
ん

は
祭
り
の
本
質
と
と
も
に
、
祭
り
の
持
つ
力

の
大
き
さ
も
実
感
し
た
と
い
う
。

「
か
つ
て
祭
り
は
、
神
様
に
祈
り
を
捧
げ
て
必

死
に
毎
日
を
生
き
る
時
代
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
し
た
。
科
学
が
発
展
し
た
現
代
で
は
だ

ん
だ
ん
そ
う
い
っ
た
意
識
は
失
わ
れ
、
象
徴
的

な
存
在
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
祭
り
の
場

は
、
人
間
が
喜
怒
哀
楽
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現

で
き
る
空
間
で
す
。
年
に
一
度
、
人
の
奥
底
に

あ
る
人
間
ら
し
い
感
情
を
呼
び
覚
ま
す
力
が

あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
片
桐
さ
ん
は
こ

う
し
た
力
を
持
つ
祭
り
を
未
来
に
残
し
た
い

と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
っ
た
。

人
手
と
資
金
の
不
足
を
補
う
た
め
に
考

え
た
の
は
、
祭
り
を
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
と
し
て
構
築
す
る
方
法
だ
。「
中
国

地
域
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

（
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
）」
の
大
賞
を
は
じ
め
数
々
の

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
受
け
た
評
価
や
支
援

も
後
押
し
と
な
り
、
大
学
３
年
の
２
０
２
５

（
令
和
７
）
年
４
月
、
と
ら
で
ぃ
っ
し
ゅ
を

民
俗
芸
能
専
門
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

と
し
て
法
人
化
し
た
。

地
域
に
寄
り
添
う
伴
走
型
の
支
援

片
桐
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、
何
百
年
も
続

く
祭
り
の
価
値
が
正
当
に
評
価
さ
れ
、
持
続

可
能
な
形
で
継
承
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
だ
。

経
済
面
や
運
営
面
も
含
め
て
実
現
可
能
な

選
択
肢
を
考
え
提
示
す
る
前
に
、
ま
ず
は
主

催
者
で
あ
る
地
元
住
民
の
本
音
を
引
き
出
す

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
続
け
る
道
も
終
え
る
道

も
、
住
民
自
身
が
納
得
し
て
答
え
を
出
し
た

上
で
進
む
た
め
だ
。
時
に
は
６
時
間
半
か
け

て
現
地
に
通
い
、
地
域
の
人
の
家
に
泊
ま
り

な
が
ら
対
話
を
重
ね
る
。
こ
う
し
た
積
み
重

ね
が
信
頼
を
生
み
、
住
民
に
寄
り
添
う
支
援

活
動
の
軸
と
な
る
。

同
社
で
は
３
年
計
画
で
主
催
者
へ
の
支
援

を
進
め
て
い
る
。１
年
目
は
全
面
的
に
伴
走
、

２
年
目
は
一
部
の
役
割
を
段
階
的
に
任
せ
、

３
年
目
に
は
自
走
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

支
援
は
、M

A
T
SU
RI

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
担
い
手
育
成
の
「
お
祭
り
魂
育
成
塾
」
を

柱
に
、
多
様
な
面
で
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
。「
広

島
江
戸
祭
り
」（
広
島
市
）
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用

を
担
当
、「
乙お

と

九く
ん
ち日
炎
の
祭
典
」（
広
島
県
北

広
島
町
）
で
は
、
た
い
ま
つ
行
列
に
参
加
す

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
祭
り
の
認
知
拡

大
と
盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ
た
。
ま
た
、
広

島
市
安
佐
南
区
の
神
楽
団
に
よ
る
Ｚ
世
代
向

け
の
体
験
会
や
、
大
崎
上
島
町
で
中
高
生
が

祭
り
に
屋
台
を
出
す
出
店
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支

援
な
ど
、
次
世
代
の
参
加
機
会
を
つ
く
る
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

今
で
は
片
桐
さ
ん
の
志
に
賛
同
し
協
力
し

て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
は
学
生
を
含
め
９
人
に

増
え
た
。
自
治
体
か
ら
の
紹
介
や
人
脈
に
よ

り
、
仕
事
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
卒
業
後
は
、

大
好
き
に
な
っ
た
広
島
を
拠
点
に
、
故
郷
の

愛
知
に
も
支
社
を
設
け
、
全
国
規
模
で
民
俗

芸
能
の
支
援
を
展
開
す
る
計
画
だ
。「
本
来
は

の
ん
び
り
し
た
い
タ
イ
プ
。
周
り
の
人
が
幸

せ
で
あ
れ
ば
い
い
」
と
笑
う
一
方
で
、
祭
り

に
な
る
と
熱
く
な
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

こ
の
情
熱
で
祭
り
を
継
承
し
、
地
域
の
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
く
。

w
riter

川
西 

由
香
理 

〈
か
わ
に
し・ゆ
か
り
〉

広
島
県
生
ま
れ
。
ラ
イ
タ
ー
。
現
在
は
よ
つ
ば
編
集
広

告
事
務
所
を
拠
点
に
、
観
光
、
地
域
振
興
、
人
物
な
ど

の
分
野
で
中
国
地
域
を
中
心
に
取
材
・
執
筆
し
て
い
る
。

《
山
口
県
周
南
市
》

海
の
幸
と
山
の
幸
の
前
菜 

四
種
盛
り

　
全
国
有
数
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
擁
す
る
山
口

県
周
南
市
。
そ
の
中
心
地
、
徳
山
の
繁
華
街

に
、
１
８
１
９
（
文
政
２
）
年
創
業
の
酒
蔵

「
は
つ
も
み
ぢ
」
は
あ
る
。
現
社
名
は
か
つ
て

の
代
表
銘
柄
で
、
酒
を
飲
ん
で
頰
が
赤
ら
む
様

を
紅
葉
に
例
え
て
詠
ん
だ
和
歌
に
由
来
す
る
。

「
日
本
酒
の
需
要
が
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年

ご
ろ
か
ら
減
少
す
る
中
、
飲
み
屋
街
に
あ
る
当

社
は
業
務
用
酒
販
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
、

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
は
酒
造
を
休
止
し

酒
販
に
専
念
し
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
期
当
時
、
東

京
か
ら
戻
っ
た
父（
現
社
長
の
原
田
康
宏
さ
ん
）

も
ビ
ー
ル
配
達
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
」
と
広
報

担
当
の
渡
邊
智
代
さ
ん
は
話
す
。

　

地
元
愛
が
強
く
「
現
状
維
持
は
衰
退
」
を

信
条
と
す
る
康
宏
さ
ん
は
、
12
代
目
就
任
の

２
年
後
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
新
た

な
地
酒
を
造
る
べ
く
酒
造
を
再
開
さ
せ
た
。

酒
造
り
の
経
験
が
な
く
独
立
行
政
法
人
酒
類

総
合
研
究
所
で
基
礎
か
ら
学
ぶ
中
、
頼
り
と

な
っ
た
の
は
自
身
の
舌
だ
。
康
宏
さ
ん
は
、

利
き
酒
競
技
会
で
優
勝
を
重
ね
る
ほ
ど
正
確

に
味
の
判
断
が
で
き
る
能
力
を
備
え
て
い
た
。

「
日
本
酒
は
搾
り
た
て
が
一
番
う
ま
い
」
と
の

信
念
か
ら
、
四
季
醸
造
を
決
意
し
て
蔵
に
空

調
設
備
を
完
備
し
た
。
ま
た
、
原
料
を
山
口

県
産
に
特
化
し
、
酒
米
は
そ
の
う
ち
６
割
が

周
南
産
だ
。
市
内
山
間
部
の
鹿か

野の

で
汲
み
上

げ
た
中
国
山
地
の
伏
流
水
を
運
び
、
手
間
の

か
か
る
瓶
燗
火
入
れ※
１

で
低
温
発
酵
さ
せ
る
。

そ
う
し
て
小
ロ
ッ
ト
で
仕
上
げ
、
一
年
中
、

常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
を
届
け
る
の
が
、
家

名
を
銘
柄
と
し
た
酒
、「
原
田
」
だ
。

　

今
回
紹
介
す
る
「
原
田 

特
別
純
米
酒 

西

都
の
雫
」
は
、
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒
米
「
西

都
の
雫
」
の
ス
ッ
キ
リ
し
た
持
ち
味
を
軸
に
、

山
田
錦
を
麴
米
に
使
う
こ
と
で
ふ
く
よ
か
な

う
ま
味
を
プ
ラ
ス
さ
せ
た
。
食
中
酒
に
最
適

な
や
や
辛
口
で
、
冷
で
も
燗
で
も
楽
し
め
る
。

　

海
の
幸
、
山
の
幸
の
前
菜
と
共
に
い
た
だ

く
。「
お
料
理
の
食
材
も
、
お
酒
と
同
じ
テ
ロ

ワ
ー
ル※
２
。
相
性
は
最
高
で
す
よ
」と
渡
邊
さ
ん
。

特
に
、
周
南
で
水
揚
げ
さ
れ
た
な
ま
こ
を
茶

ぶ
り
に
し
た
も
の
と
光
市
産
姫
貝
の
醬
油
煮

は
、
適
度
な
歯
ご
た
え
か
ら
素
材
の
良
さ
が

際
立
つ
素
朴
な
味
わ
い
が
広
が
り
、
確
か
な

飲
み
ご
た
え
を
秘
め
た
こ
の
酒
に
合
う
。

　

日
本
酒
は
「
國
酒
で
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
と
説
く
社
長
が
原
点
回
帰

を
託
し
た
酒
は
、
敷
地
内
に
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
角
打
ち
「
原
田

酒
場
」
で
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
他
に
も

日
本
酒
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し

め
る
。
は
つ
も
み
ぢ
は
観
光
客
も
地
元
の
人

も
気
軽
に
集
え
る
酒
蔵
と
し
て
、
今
後
も
周

南
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。
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原
田  

特
別
純
米
酒 

西
都
の
雫

さ
い     

と

株式会社はつもみぢ
山口県周南市飯島町1-40
☎0834-21-0075
https://hatsumomidi.co.jp/

料理協力：津々浦々　別館夜叉
山口県周南市飯島町1-40 はつもみぢビル1F

とらでぃっしゅ株式会社
広島県東広島市鏡山2丁目313
https://www.tradish.info/

※ やっこ…大名行列で2人1組で長い槍を持ち、互いに投げ渡す花形の役割

1  片桐さんの呼びかけで集まった、三津祇園祭
（東広島市安芸津町）大名行列への参加者たち

2  参加者募集のチラシ
3  4  やっこの練習や祭りの準備などにより地域

の人々との交流が生まれる
5  2024年「第8回中国地域女性ビジネスプラン

コンテスト（SOERU）」で大賞を受賞、取り組
みについて説明する片桐さん

写真提供／とらでぃっしゅ株式会社

1

2

3

4

5

※1 瓶燗火入れ…瓶に詰めてから湯煎でゆっくり加熱（約60～65℃）し、その後急冷する殺菌方法
※2 テロワール（Terroir）…農産物が育つ土地の自然環境と、そこに住む生産者の技術や哲学を含めた「風土」や「産地特性」

酒蔵に併設する角打ち「原田酒場」
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港
町
に
伝
わ
る

異
国
情
緒
あ
る
踊
り

瀬
戸
内
市
の
港
町
・
牛
窓
町
に
は
、
湾
を
囲

ん
で
五
つ
も
の
前
方
後
円
墳
が
点
在
し
、
古
く

か
ら
瀬
戸
内
の
海
運
拠
点
と
し
て
栄
え
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
江
戸
時
代
に
12
回
に
わ
た
り

来
日
し
た
外
交
使
節
団
「
朝
鮮
通
信
使
」
も
江

戸
へ
の
往
復
の
道
中
で
寄
港
し
て
お
り
宿
泊
地

の
史
跡
も
残
る
。
紺こ
ん
の

浦う
ら

地
区
に
伝
わ
る
「
唐
子

踊
」
も
ま
た
、
李
朝
時
代
の
朝
鮮
の
影
響
と
み

ら
れ
る
特
徴
が
多
く
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
航
時

に
彼
ら
に
教
わ
っ
た
、
あ
る
い
は
彼
ら
を
真
似

て
創
作
し
た
な
ど
、
そ
の
由
来
は
諸
説
あ
る
。

江
戸
時
代
の
記
録
『
南
園
紳
書
』
に
は
、「
唐

人
の
服
装
で
踊
る
唐と
う

人じ
ん

踊
が
あ
り
、
い
つ
か
ら

か
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
た
が
江
戸
時
代
の
文

政
年
間
（
１
８
１
８
～
１
８
３
１
年
）
頃
に
唱

歌
等
を
覚
え
て
い
た
古
老
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
」

と
紹
介
さ
れ
て
お
り※

、
少
な
く
と
も
２
０
０
年

以
上
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

神
事
と
し
て

秋
の
祭
礼
で
奉
納

唐
子
踊
は
異
国
風
の
鮮
や
か
な
色
彩
の
衣
装

を
着
た
二
人
の
男
の
子
が
踊
る
稚
児
舞
だ
。
地

元
の
氏
神
で
あ
る
牛
窓
神
社
で
毎
年
10
月
第
４

日
曜
に
行
わ
れ
る
秋
の
祭
礼
時
に
、
紺
浦
地
区

内
の
疫え
き

神
社
ほ
か
３
カ
所
で
奉
納
さ
れ
る
。

祭
礼
当
日
の
朝
、
踊
り
子
は
入
浴
し
て
身
を

清
め
、
念
入
り
に
化
粧
を
し
て
身
支
度
を
す
る
。

神
が
宿
る
神
聖
な
踊
り
子
は
、
外
に
出
る
と
世
話

人
の
肩
車
あ
る
い
は
山
車
「
飛
龍
丸
」
に
乗
っ
て

移
動
し
、
足
を
地
に
着
け
る
こ
と
は
な
い
。
不
浄

な
土
に
触
れ
な
い
た
め
だ
。

冒
頭
、
踊
り
子
の
「
コ
ン
ネ
ン 

ハ
ジ
メ
テ 

ニ

ホ
ン
ヘ
ワ
タ
リ 

ニ
ホ
ン
ノ
ミ
カ
ド
ハ 

ト
オ
リ

マ
セ
ン
（
中
略
）
オ
ン
レ
イ
モ
ウ
ス
」
と
い
う

口
上
の
後
、
太
鼓
役
の
「
ヒ
ュ
ー
ホ
イ
」
の
掛

け
声
と
と
も
に
笛
と
太
鼓
、
唄
に
合
わ
せ
た
踊

り
が
始
ま
る
。
踊
り
子
２
人
の
ほ
か
に
は
小
太

鼓
１
人
、
横
笛
３
～
４
人
、
残
り
は
囃
子
方
で
、

総
勢
９
～
12
人
の
構
成
だ
。

疫
神
社
の
社
殿
脇
で
２
回
踊
っ
た
後
は
、
天

神
社
、薬
師
堂
、神じ
ん

功ぐ
う
皇
后
腰
掛
岩
を
順
に
回
り
、

１
回
ず
つ
踊
る
。
な
お
、
最
後
の
神
功
皇
后
腰
掛

岩
は
、
神
功
皇
后
が
三
韓
出
兵
の
帰
路
に
紺
浦
に

立
ち
寄
り
、
異
国
の
舞
を
座
っ
て
鑑
賞
し
た
と
い

う
伝
説
が
残
る
岩
だ
。

代
々
、
踊
り
子
は
地
区
内
で
６
～
７
歳
の
男

の
子
が
選
ば
れ
、
11
～
12
歳
に
な
る
と
代
替
わ

り
を
迎
え
る
。
交
替
の
年
に
は
、
前
任
者
２
人

が
後
継
者
２
人
の
踊
り
子
の
前
に
立
っ
て
踊
る

「
先
踊
り
」
が
行
わ
れ
る
。
後
継
者
の
鮮
や
か
な

衣
装
と
は
対
照
的
に
、
前
任
者
の
衣
装
は
黒
の

紋
付
羽
織
袴
と
地
味
な
も
の
だ
。

守
る
べ
き
も
の
と

変
え
て
い
く
も
の
の
選
択

唐
子
踊
は
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
岡
山
県

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
保
存

会
は
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
結
成
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
際
に

は
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、「
こ
の
地
域
の
文

化
と
伝
統
を
途
絶
え
る
こ
と
な
く
未
来
に
つ
な

げ
た
い
」
と
い
う
地
域
住
民
の
思
い
に
応
え
、

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
に
は
奉
納
場
所
を
疫
神

社
の
み
と
す
る
な
ど
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
再
開

さ
せ
、
今
に
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
唐
子
踊
は
、
こ
の
地
域
の
財
産
で
す
。
今
後
も

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
根
幹
と
な
る
し
き

た
り
は
守
り
な
が
ら
、
関
係
者
の
負
担
を
減
ら
す

工
夫
も
必
要
」
と
保
存
会
の
柴
田
洋
秀
会
長
は
考

1  疫神社の境内で奉納される唐子踊
2  3  神が宿る神聖な踊り子は、不浄な土に触れ

ないよう肩車もしくは山車に乗って移動する
4  紺浦地区の船形の山車「飛龍丸」
5  交替の年、紋付袴の前任者２人が後継者２人

の踊り子の前に立って踊ることを「先踊り」と
いう

6  約2カ月半前から週2回の稽古を行う

唐
子
踊

瀬
戸
内
の
港
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
稚ち

児ご

舞
。
そ
の
華
や
か
な
異
国
風
の
衣
装
や
「
コ
ン
ネ
ン 

ハ
ジ
メ
テ 

ニ
ホ
ン
ヘ
ワ
タ
リ
…
…
」
で
始
ま
る
口
上
は
、
こ
の
地
域
に
か
つ
て
あ
っ
た
朝
鮮
と
の
交
流
を
感
じ
さ
せ
る
。

（
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）
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え
る
。自
身
も
５
年
間
踊
り
子
を
務
め
た
と
い
う
。

「
男
の
子
２
人
と
い
う
条
件
は
変
え
ま
せ
ん
。
踊

り
子
を
地
に
着
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

肩
車
で
の
移
動
は
必
須
で
あ
り
、
女
の
子
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
一
方
、

踊
り
子
の
衣
装
の
保
管
は
本
来
そ
の
家
の
役
目

だ
っ
た
が
、
現
在
は
保
存
会
で
担
当
し
、
約
２

カ
月
半
に
わ
た
る
週
２
回
の
稽
古
は
練
習
時
間

を
短
縮
す
る
な
ど
、
家
庭
に
負
荷
を
か
け
な
い

努
力
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
若
い
会
員
が
遠

慮
な
く
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
保
存
会
会
長
は

60
歳
前
後
で
退
き
、
若
手
に
役
目
を
譲
っ
て
い

る
と
い
う
。
た
だ
、
役
職
を
退
い
て
も
人
手
が

足
り
な
け
れ
ば
い
つ
で
も
サ
ポ
ー
ト
は
す
る
。

「
地
元
の
邑お

久く

高
等
学
校
か
ら
提
案
い
た
だ
き
、

東
北
大
学
の
協
力
で
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ

の
デ
ー
タ
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
よ
う
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
も
の
も
取
り
入
れ
つ
つ
、

全
国
で
も
珍
し
い
、
こ
の
唐
子
踊
と
い
う
伝
統

を
大
切
に
後
世
に
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
柴
田
会
長
は
話
す
。

守
る
べ
き
も
の
と
変
え
る
も
の
を
時
代
に
合

わ
せ
て
柔
軟
に
考
え
、
次
の
世
代
へ
と
継
い
で

い
く
。

李朝時代の武官の正装に似た雰囲気の上着に、裾
を絞ったズボンをはき、ピンクの帯を巻いている。
足元は白足袋で、麻糸の房が付いた帽子を被る

1

3 2

5

6

4

文／藤沢 享乃※ 出典：『邑久郡史 下巻』（邑久郡史刊行会編集・発行、1954年改訂版） 写真提供／唐子踊保存会

唐子踊保存会
［連絡先］
一般社団法人瀬戸内市観光協会
☎0869-34-9500

30～50代が中心の唐子踊保存会は、踊
り子経験者４人に現在の踊り子とその
家族が加わった構成だ。後列中央が会
長の柴田洋秀さん
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ホ
タ
ル
を
中
心
に

地
域
の
自
然
を
学
べ
る
場
所

中
国
山
地
西
端
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
自
然

豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
山
口
県
下
関
市
豊

田
町
に
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
と
し

て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
木こ

屋や

川

が
流
れ
て
い
る
。
毎
年
、
見
頃
を
迎
え
る
６

月
に
は
ホ
タ
ル
舟
が
運
航
さ
れ
、
ホ
タ
ル
が

幻
想
的
に
舞
う
中
、
川
下
り
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

そ
の
木
屋
川
の
近
く
に
立
つ
「
豊
田
ホ
タ

ル
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
２
０
０
４
（
平

成
16
）
年
に
開
館
し
た
。
下
関
市
唯
一
の
自

然
史
（
生
物
・
古
生
物
・
地
質
・
天
文
な
ど
）

の
展
示
、
教
育
、
研
究
、
収
集
を
行
う
博
物

館
で
あ
り
、
ホ
タ
ル
以
外
に
も
こ
の
地
域
の

自
然
に
つ
い
て
、
生
体
・
標
本
・
映
像
・
模
型
・

パ
ネ
ル
な
ど
を
使
い
、
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
る
。

無
料
で
入
室
で
き
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
内
の
コ
ー
ナ
ー
「
実
物
図
鑑
」
に
は
、
下

関
市
の
節
足
動
物
類
、
岩
石
、
化
石
、
植
物

な
ど
の
実
物
の
標
本
が
引
き
出
し
の
中
に
並

び
、
資
料
や
映
像
と
共
に
閲
覧
で
き
る
。

館
内
で
目
を
引
く
の
は
、
ホ
タ
ル
の
秘
密

に
迫
っ
た
「
ホ
タ
ル
の
博
物
学
」
に
関
す
る

展
示
だ
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息
す
る
小
川

の
環
境
を
再
現
し
た
約
４
ｍ
の
水
槽
で
は
、

実
際
に
川
に
生
息
す
る
他
の
生
物
と
共
に
生

体
展
示
を
行
っ
て
お
り
、
初
夏
に
な
る
と
成

虫
の
姿
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
子
ど
も
た

ち
に
人
気
な
の
は
「
ホ
タ
ル
の
拡
大
世
界
」。

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
卵
や
幼
虫
、
蛹さ
な
ぎ

、
成
虫
な

ど
が
何
十
倍
に
も
拡
大
さ
れ
た
模
型
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
自
分
が
ホ
タ
ル
に
な
っ
た
よ

う
な
感
覚
で
川
辺
の
世
界
を
散
策
で
き
る
。

そ
の
他
に
も
、
ホ
タ
ル
の
臓
器
の
細
か
な
解

剖
標
本
が
並
び
、
発
光
す
る
仕
組
み
な
ど
に

つ
い
て
も
解
説
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
ホ

タ
ル
の
飼
育
方
法
や
麦
で
編
ん
だ
昔
な
が
ら

の
「
蛍
か
ご
」
の
つ
く
り
方
ま
で
紹
介
さ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
で
ホ
タ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
同
じ
く
常
設
の
「
下
関
自
然

史
」
に
関
す
る
展
示
で
は
、
淡
水
魚
、
両
生

類
な
ど
の
生
体
展
示
の
ほ
か
、
こ
こ
で
も
引

き
出
し
の
棚
の
中
ま
で
標
本
が
ぎ
っ
し
り
と

入
り
、
見
た
い
標
本
を
自
由
に
探
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
館
内
の
展
示
物
の
多
く
は
学
芸
員

の
川
野
敬
介
さ
ん
が
採
集
し
た
も
の
だ
。

「
実
物
に
勝
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
考
え

文／藤沢 享乃　　写真提供／豊田ホタルの里ミュージアム

の
下
、
可
能
な
限
り
生
体
展
示
を
行
い
、
命

を
終
え
た
生
き
物
の
亡な
き

骸が
ら

を
無
駄
に
し
な
い

た
め
に
標
本
な
ど
を
つ
く
っ
て
、「
実
物
の

す
ご
さ
」
を
感
じ
て
も
ら
う
展
示
を
心
掛
け

て
き
た
。

工
夫
と
ア
イ
デ
ア
で

充
実
し
た
博
物
館
へ

川
野
さ
ん
は
開
館
年
か
ら
唯
一
の
学
芸
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。「
敷
居
を
低
く
し

て
価
値
観
を
押
し
付
け
な
い
、
子
ど
も
も
大

人
も
楽
し
く
学
べ
る
場
に
し
た
い
」
と
考
え
、

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
つ
く
り
あ
げ
て
き

た
。

「
年
10
回
の
頻
度
で
開
催
す
る
企
画
展
を
機

に
集
め
て
調
べ
た
も
の
を
常
設
展
示
に
す
る

こ
と
で
、
徐
々
に
館
内
の
展
示
を
充
実
さ
せ

て
き
ま
し
た
」
と
川
野
さ
ん
は
話
す
。
こ
の

20
年
で
行
っ
た
企
画
展
は
２
０
０
回
を
超

え
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
に
は
今
や
標
本
や
資

料
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。

企
画
展
で
展
示
す
る
説
明
の
パ
ネ
ル
や

標
本
ラ
ベ
ル
は
全
て
そ
の
分
野
の
第
一
人
者

に
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

そ
の
ま
ま
「
自
然
ガ
イ
ド
シ
リ
ー
ズ
」
と
い

う
テ
キ
ス
ト
集
に
残
す
よ
う
に
し
た
。
現
在

１
４
２
冊
を
数
え
、「
豊
田
の
ホ
タ
ル
」「
下

関
の
ミ
ミ
ズ
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か
ら
「
身

近
な
魚
の
歯
」「
当
館
敷
地
内
の
チ
ャ
タ
テ
ム

シ
」
と
い
っ
た
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
テ
ー

マ
ま
で
地
域
の
自
然
に
特
化
し
た
貴
重
な
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
が
そ
ろ
い
、
一
部
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
販
売
も
し
て
い
る
。
ま
た
同
館
で
は
、

生
物
か
ら
植
物
、
化
石
、
岩
石
、
菌
類
、
天

体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
観
察
会
を
年
間

で
約
50
回
開
催
し
て
お
り
、
こ
の
テ
キ
ス
ト

は
観
察
会
の
教
材
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い

る
。学

ぶ
機
会
を
提
供
し
進
化
を
続
け
る

「
教
育
の
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験

で
き
る
機
会
を
少
し
で
も
多
く
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
川
野
さ
ん
。

観
察
会
以
外
に
も
、
最
新
の
研
究
で
分
か
っ

た
自
然
の
不
思
議
さ
や
素
晴
ら
し
さ
、
面
白

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

自
然
科
学
の
研
究
者
を
招
い
て
特
別
講
演
会

な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
の
学

校
へ
の
出
前
授
業
の
ほ
か
、
校
外
学
習
と
し

て
生
徒
が
団
体
で
来
館
す
る
こ
と
も
多
い
。

子
ど
も
の
頃
に
同
館
を
訪
れ
た
こ
と
で
、

自
然
科
学
に
興
味
を
持
ち
、
学
芸
員
に
な
っ

た
人
や
大
学
院
で
生
物
学
の
研
究
を
し
て
い

る
人
た
ち
も
い
る
と
い
う
。
学
校
の
教
員
や

大
学
生
、
学
芸
員
資
格
の
取
得
希
望
者
の
研

修
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
お
り
、
大
学
生
や

研
究
者
か
ら
「
虫
類
の
解
剖
を
教
え
て
ほ
し

い
」「
標
本
の
最
適
な
保
存
方
法
が
知
り
た

い
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
と
い
う
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
12
月
13
日
、
一
部

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

３
Ｄ
ホ
ロ
グ
ラ
ム
映
像
に
よ
り
ホ
タ
ル
が
目

の
前
を
飛
び
交
う
よ
う
に
見
え
、
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
３
種

の
光
り
方
の
違
い
や
雌
雄
の
発
光
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
解
説
付
き
で
学
べ
る
と
い
う
。

豊
田
ホ
タ
ル
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
学
び

の
場
と
し
て
進
化
し
な
が
ら
、
自
然
の
偉
大

さ
と
面
白
さ
を
こ
の
場
所
で
伝
え
続
け
る
だ

ろ
う
。

下関市立自然史博物館
豊田ホタルの里ミュージアム
山口県下関市豊田町中村50-3
☎083-767-0350
https://www.hotaru-museum.jp/

木屋川で毎年6月に運航するホタル舟。
「豊田ホタルまつり」では、ミュージア
ムの屋外スペースも会場となりキッチ
ンカーが並ぶ

ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
周
辺
地
域
の

豊
か
な
自
然
を
学
べ
る
博
物
館

学芸員 川野敬介さん
ミュージアムの全てを取り仕切る。
扱う分野は生物学から地質学まで
幅広く、展示のための設計図や電
子機器、模型まで自ら作成する。

ゲンジボタルが生息する小川の断面を再現した水槽があり、初夏には成虫の姿も見られるほか、ホタルの脳や発光器の標本などが並
ぶ「ホタルの博物学」

ホタルの飼育法や、昔ながらの「蛍かご」の
つくり方も紹介

観察会は、対象物が存在する環境も
知ってもらいたいと可能な限り屋外
で実施している

観察会で使用する教科書
「自然ガイドシリーズ」は、
企画展のたびにまとめたも
ので現在142冊を数える

館内入ってすぐの無料スペース
「実物図鑑」に並んだ多くの引き
出しには、たくさんの標本があ
り自由に見ることができる

自分がホタルになったような感覚で川辺を散策できる「ホタルの拡大世界」

下
関
市
立
自
然
史
博
物
館

豊
田
ホ
タ
ル
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ご
当
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
８

（
山
口
県
下
関
市
）
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地図製作：磯部 祥行　

広
島
県
北
広
島
町
に
あ
る
標
高
９
１
１・２

ｍ
の
雲
月
山
は
、
雄
大
な
草
原
が
広
が
る
な
だ

ら
か
な
山
だ
。
野
生
生
物
保
護
区
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
景
観
と
生
態
の
保
全
の
た
め
、
毎
年

４
月
に
山
焼
き
を
行
う
。
そ
の
後
、
新
緑
の
草

地
が
一
面
に
広
が
っ
て
夏
に
は
多
彩
な
花
々
、

秋
に
は
ス
ス
キ
と
、
ど
の
季
節
も
美
し
い
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
。

県
道
沿
い
の
展
望
台
下
駐
車
場
を
起
点
に
、

雲
月
山
・
高
山
・
岩
倉
山
を
通
る
周
回
コ
ー
ス

を
時
計
回
り
に
進
み
、
ま
ず
は
目
的
地
で
あ
る

雲
月
山
の
山
頂
を
目
指
す
。急
な
下
り
が
続
き
、

鞍
部
の
仲
ノ
谷
か
ら
は
急
登
に
変
わ
る
。
林
を

抜
け
て
尾
根
ま
で
上
が
る
と
視
界
が
開
け
、
目

指
す
山
々
が
一
望
で
き
る
。
景
色
を
楽
し
ん
で

い
る
と
そ
の
ま
ま
山
頂
に
到
達
す
る
。
県
境
を

挟
ん
で
島
根
県
側
が
マ
ツ
林
、
広
島
県
側
が
草

原
の
た
め
東
の
展
望
が
開
け
て
い
る
。
斜
面
に
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山
を
あ
る
く

《
広
島
県
》

雲
月
山

仲ノ谷

展望台下駐車場

展
望
台

雲月峠登山口
旧芸北町ヒノキの町章

岩倉山高山

・859

911.2

795

884

・859・859・859

911.2911.2911.2

795795795

884884884

北広島町
広島県

浜田市
島根県

雲月山

52 114

N

114

2  山焼きの火入れ前に防火
帯づくりを手伝う地元の
小中学生。後ろにはヒノ
キを植えてつくられた旧
芸北町の町章が見える

3  地域住民や消防団、一般
参加のボランティアが協
働で山焼きを行う

4  初夏に咲く北広島町の町
花、ササユリ

5  秋はススキが一面に広が
る

4

3

2

1

5

尾根筋から見た雲月山山頂。山肌には、鉄穴流しの水路跡が見える
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う
ん

げ
つ

さ
ん

見
え
る
筋
は
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
鉄か
ん

穴な

流
し※

で

使
う
水
を
集
め
た
水
路
の
跡
だ
。

笹
に
覆
わ
れ
た
稜
線
を
進
み
そ
の
ま
ま
高
山

山
頂
を
通
過
、
岩
倉
山
の
手
前
か
ら
日
本
海
が

見
え
る
。
岩
倉
山
を
越
え
る
と
、
正
面
に
ヒ
ノ

キ
で
か
た
ど
っ
た
大
き
な
旧
芸
北
町
の
町
章
が

現
れ
た
。
峠
の
登
山
口
ま
で
下
り
、
県
道
を
少

し
歩
け
ば
出
発
地
の
展
望
台
下
駐
車
場
だ
。

※ 鉄穴流し…山を切り崩して土砂を水で流し、たたら製鉄の原料となる砂鉄を採取する方法


